
郵
送
調
査
は
０
６
年
か
ら

は
「
勤
労
統
計
は
景
気
判
断

の
一
要
素
に
す
ぎ
な
い
」
と

か
わ
し
、
所
得
が
改
善
し
て

い
る
と
の
見
解
を
維
持
す
る

と
み
ら
れ
る
。

　

野
党
側
は
２
５
日
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
先
に
独
自
試
算
を

提
示
。
１
１
カ
月
の
中
で
プ

ラ
ス
は
６
月
だ
け
と
な
り

「
実
質
賃
金
は
下
が
っ
て
い

る
」
と
主
張
し
た
。
厚
労
省

の
担
当
者
も
３
０
日
、「
大

き
く
違
っ
た
も
の
に
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
」
と
認
め
て
い

た
。

　

勤
労
統
計
は
、
今
回
発
覚

し
た
不
正
や
１
８
年
１
月
に

対
象
事
業
所
を
一
部
入
れ
替

え
た
影
響
で
、
１
７
年
１
２

月
ま
で
の
公
表
値
と
そ
れ
以

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
は
１
日
、
賃
金
構
造
基
本
統
計
の
問
題
を
巡
り
記
者
会
見

し
、
総
務
省
か
ら
１
月
に
統
計
一
斉
点
検
の
指
示
を
受
け
た
際
、
厚
労
省
担
当
室

長
が
郵
送
調
査
は
不
正
だ
と
認
識
し
な
が
ら
、
調
査
計
画
の
項
目
の
追
加
に
支
障

が
出
る
の
を
避
け
る
た
め
「
報
告
を
し
な
い
」
と
判
断
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。

厚
労
省
は
「
隠
蔽
の
意
図
は
否
定
で
き
な
い
」
と
認
め
た
。
不
正
は
少
な
く
と
も

２
０
０
６
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

賃
金
統
計
、
室
長
報
告
せ
ず

「
所
得
改
善
」
主
張
は
維
持

厚労省「隠蔽否定できず」１
８
年
実
質
、
０
・５
％
程
度

政
府
、
賃
金
マ
イ
ナ
ス
公
表
へ

イ
ン
フ
ル
流
行
、
過
去
最
多

週
２
２
２
万
人
重
症
目
立
つ

の
に
不
正
が
続
い
た
こ
と
に

な
る
。

　

根
本
匠
厚
労
相
は
１
日
午

前
、
賃
金
構
造
統
計
で
不

正
が
発
覚
し
た
こ
と
を
受

け
、
担
当
責
任
者
で
あ
る
局

長
級
の
大
西
康
之
政
策
統
括

官
（
５
８
）
を
同
日
付
で
大

臣
官
房
付
に
す
る
と
発
表
し

た
。
総
務
省
の
一
斉
点
検
で

の
報
告
漏
れ
を
問
題
視
し
、

事
実
上
の
更
迭
。大
西
氏
は
、

昨
年
１
２
月
下
旬
に
担
当
室

　

賃
金
構
造
統
計
は
国
が
特

に
重
視
す
る
基
幹
統
計
。
厚

労
省
の
山
田
雅
彦
官
房
審
議

官
（
５
２
）
は
会
見
で
「
調

査
途
上
な
の
で
全
体
像
を
つ

か
ん
だ
上
、
人
事
課
が
し
か

る
べ
き
処
分
を
決
め
る
」
と

述
べ
た
。
担
当
部
署
が
本
来

の
訪
問
調
査
で
行
う
と
明
記

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
各
地
の

労
働
局
に
送
っ
て
い
た
こ
と

も
明
ら
か
に
し
た
。
組
織
内

で
ル
ー
ル
を
共
有
し
て
い
る

る
。
専
門
家
か
ら
今
の
統
計

の
数
値
が
「
実
態
に
合
わ
な

い
」
と
批
判
が
根
強
く
、
見

直
し
は
避
け
ら
れ
な
い
と
判

断
し
た
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
要
で
あ

る
賃
金
の
伸
び
悩
み
を
認
め

れ
ば
安
倍
政
権
に
と
っ
て
大

き
な
打
撃
と
な
る
。
野
党
が

「
賃
金
偽
装
」
と
の
追
及
を

強
め
る
の
は
必
至
だ
。
政
府

　
【
共
同
】
毎
月
勤
労
統
計

を
巡
り
、
厚
生
労
働
省
が
前

年
同
期
と
比
べ
た
実
質
賃
金

の
伸
び
率
を
実
態
に
近
い
形

で
計
算
し
、
結
果
を
来
週
に

も
国
会
に
示
す
方
針
を
固
め

た
こ
と
が
３
１
日
、
分
か
っ

た
。
現
在
示
し
て
い
る
「
参

考
値
」
よ
り
も
２
０
１
８
年

１
〜
１
１
月
の
平
均
で
０
・

５
％
程
度
マ
イ
ナ
ス
と
な

降
の
間
で
大
き
く
差
が
開

き
、比
較
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
総
務
省
統
計
委

員
会
は
、
前
年
同
月
と
比
較

し
た
伸
び
率
を
見
る
際
は
、

公
表
値
で
は
な
く
「
当
月
と

前
年
同
月
の
両
方
で
調
査
対

象
と
な
っ
た『
共
通
事
業
所
』

だ
け
の
集
計
結
果
を
重
視
す

る
べ
き
だ
」
と
指
摘
。
厚
労

省
は
こ
れ
を
「
参
考
値
」
と

し
て
算
出
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
は
給
与
実
額
を
平
均
し

た
だ
け
の
名
目
額
し
か
公
表

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
物
価

の
変
動
を
反
映
し
て
生
活
の

実
感
に
近
づ
け
た
実
質
額
も

米
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
破
棄
通
告
へ

ロ
シ
ア
と
の
協
議
決
裂

手
に
タ
ト
ゥ
ー「
七
輪
」

グ
ラ
ン
デ
さ
ん
、
意
味
誤
解
？

中
国
の
出
産
業

者
１
９
人
訴
追

Ｌ
Ａ
、
大
規
模
取
り
締
ま
り

長
か
ら
本
来
の
訪
問
調
査
で

は
な
く
郵
送
調
査
を
行
っ
て

い
る
と
報
告
を
受
け
た
が
、

総
務
省
に
報
告
し
て
い
な

か
っ
た
。

　

総
務
省
は
「
統
計
法
違
反

の
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘

し
、
厚
労
省
が
不
正
が
始

ま
っ
た
経
緯
を
調
べ
て
い

る
。
０
６
年
よ
り
前
か
ら
不

正
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
も

あ
る
。

　

総
務
相
が
承
認
し
た
賃
金

構
造
統
計
の
計
画
で
は
、
都

道
府
県
労
働
局
や
労
働
基
準

監
督
署
が
雇
用
し
た
調
査
員

が
企
業
を
訪
問
し
て
調
べ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
だ
が

実
際
は
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業

へ
調
査
票
を
郵
送
し
、
調
査

員
は
電
話
で
の
照
会
や
督
促

を
し
て
い
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
参
院
本

会
議
で
、
統
計
不
正
を
巡
っ

て
野
党
が
根
本
氏
の
罷
免
を

求
め
た
の
に
対
し
「
根
本
氏

は
全
力
で
対
応
に
当
た
っ
て

き
た
。
再
発
防
止
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」
と
重
ね
て
拒

否
し
た
。
一
方
、
公
明
党
の

　
【
共
同
】
国
民
年
金
や
厚

生
年
金
の
積
立
金
を
運
用
す

る
年
金
積
立
金
管
理
運
用

独
立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ

Ｆ
）
は
１
日
、
昨
年
１
０
〜

１
２
月
期
の
運
用
実
績
が

１
４
兆
８
０
３
９
億
円
の
赤

字
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。
四

半
期
ベ
ー
ス
で
の
赤
字
幅
と

し
て
は
過
去
最
大
と
な
っ

た
。
米
中
の
貿
易
摩
擦
な
ど

に
よ
る
世
界
的
な
株
安
で
、

国
内
外
の
株
価
が
大
幅
に
下

落
し
た
こ
と
が
要
因
。
急
速

に
円
高
が
進
ん
だ
こ
と
も
影

響
し
た
。

　

利
回
り
は
マ
イ
ナ
ス
９
・

０
６
％
。
１
２
月
末
時
点

の
資
産
総
額
は
１
５
０ 

兆
６
６
３
０
億
円
。
た
だ
、

２
０
０
１
年
に
市
場
運
用
を

開
始
し
て
以
降
の
利
回
り

は
プ
ラ
ス
２
・
７
３ 

％
、
累

積
収
益
額
は
５ 

６
兆
６
７ 

４
５
億
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ

て
い
る
。
西
村
康
稔
官
房
副

長
官
は
１
日
の
記
者
会
見

で
「
長
期
的
に
は
年
金
財
政

上
、
必
要
な
収
益
を
十
分
確

保
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
ま
で
四
半
期
で
の
最
大

記者会見で質問に答える厚労省の山田雅彦官
房審議官（右）＝１日夜、厚労省（共同）

関
か
ら
報
告
さ
れ
た
入
院
患

者
数
は
１
週
間
で
３
２
０
５

人
、
集
中
治
療
室
や
人
工
呼

吸
器
、
脳
波
検
査
な
ど
が
必

要
な
ケ
ー
ス
は
延
べ
６
２
８

人
に
上
っ
た
。
昨
冬
ピ
ー
ク

時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
０
５
０

人
、
延
べ
３
７
９
人
で
、
今

冬
は
重
症
例
が
目
立
つ
。

７
０
代
以
上
が
入
院
患
者
の

半
数
超
を
占
め
る
一
方
、
約

２
割
は
０
〜
９
歳
だ
っ
た
。

各
地
で
死
亡
例
の
報
告
も
相

次
い
で
い
る
。

　

根
本
匠
厚
労
相
は
閣
議
後

の
記
者
会
見
で
「
具
合
が
悪

い
場
合
に
は
、
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

都
道
府
県
別
で
は
埼
玉
の

８
４
・
０
９
人
が
最
多
。
新

潟
（
７
７
・
７
０
人
）、
千

葉
（
７
３
・
０
０
人
）、
宮
城

（
６
９
・
８
１
人
）、
神
奈
川

（
６
７
・９
４
人
）が
続
い
た
。

３
１
都
道
府
県
で
前
週
よ
り

増
え
た
一
方
、
１
６
府
県
は

減
っ
た
。

　

休
校
や
学
年
閉
鎖
、
学
級

閉
鎖
と
な
っ
た
保
育
所
、
幼

稚
園
、
小
中
高
校
は
、
全
国

で
計
８
９
２
８
施
設
。
前
週

の
６
３
４
３
施
設
か
ら
大
き

く
増
え
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
推
計
患

者
数
は
累
計
で
約
７
６
４ 

万
１
千
人
。
検
出
さ
れ
た
ウ

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
は

１
日
、
１
月
２
１
〜
２
７
日

の
１
週
間
に
報
告
さ
れ
た
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
が
１
医

療
機
関
当
た
り
５
７
・
０
９

人
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。
昨

冬
ピ
ー
ク
の
５
４
・
３
３

人
を
上
回
り
、
集
計
が
始

ま
っ
た
１
９
９
９
年
以
降
最

多
。
全
都
道
府
県
で
３
０

人
を
超
え
る
「
警
報
レ
ベ

ル
」
と
な
っ
た
。
医
療
機
関

を
受
診
し
た
の
は
全
国
で
約

２
２
２
万
６
千
人
（
推
計
）

で
、
前
週
か
ら
１
０
万
人
近

く
増
え
た
。

　

全
国
約
５
０
０
の
医
療
機

米
中
、
首
脳
会
談
で
決
着
図
る

閣
僚
協
議
、
大
統
領
「
進
展
」

チ
ョ
フ
・
ソ
連
共
産
党
書
記

長
と
レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
が

調
印
。
翌
年
に
発
効
し
冷
戦

終
結
を
後
押
し
し
た
。
ポ
ン

ペ
オ
氏
は
１
日
午
前
（
日
本

時
間
１
日
夜
）
に
記
者
会
見

の
予
定
が
あ
り
、
こ
の
場
で

発
表
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

米
国
の
ト
ン
プ
ソ
ン
国
務

次
官
（
軍
備
管
理
・
国
際
安

全
保
障
担
当
）
と
ロ
シ
ア
の

リ
ャ
プ
コ
フ
外
務
次
官
は
１

月
３
１
日
、
中
国
で
協
議
し

た
が
物
別
れ
に
終
わ
っ
た
。

双
方
は
互
い
の
条
約
違
反
を

非
難
し
て
き
た
が
、
溝
は
埋

ま
ら
な
か
っ
た
。

　

た
だ
ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ

る
と
、
米
政
府
当
局
者
は
６

カ
月
以
内
に
ロ
シ
ア
が
違
反

を
解
消
す
れ
ば
、
破
棄
通
告

を
撤
回
す
る
意
向
を
示
し
て

い
る
と
い
う
。

　

同
条
約
は
地
上
配
備
の

中
・
短
距
離
核
ミ
サ
イ
ル

（
射
程
５
０
０
〜
５
５
０
０

キ
ロ
）
が
対
象
。
米
政
権
は

ロ
シ
ア
の
新
型
ミ
サ
イ
ル
の

射
程
が
条
約
違
反
だ
と
し
て

昨
年
１
２
月
、
ロ
シ
ア
に
今

年
２
月
２
日
ま
で
に
条
約
を

順
守
す
る
よ
う
最
後
通
告
し

た
。

　

し
か
し
、
ロ
シ
ア
側
は
新

型
ミ
サ
イ
ル
の
射
程
は
条
約

に
違
反
し
な
い
４
８
０
キ
ロ

だ
と
反
論
し
て
い
る
ほ
か
、

米
国
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
欧

州
に
配
備
し
た
ミ
サ
イ
ル
防

衛
（
Ｍ
Ｄ
）
シ
ス
テ
ム
が

条
約
違
反
だ
と
主
張
し
て
い

た
。

　
【
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
共
同
】

米
連
邦
検
察
は
１
月
３
１

日
、
出
産
の
た
め
に
米
国
へ

や
っ
て
来
る
中
国
人
妊
婦
ら

に
ビ
ザ
（
査
証
）
の
違
法
取

得
を
指
南
し
た
り
、
マ
ネ
ー

ロ
ン
ダ
リ
ン
グ（
資
金
洗
浄
）

を
行
っ
た
り
し
た
と
し
て
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
周
辺
な
ど
で

出
産
ビ
ジ
ネ
ス
を
営
ん
で
い

た
中
国
人
ら
計
１
９
人
を
訴

追
し
た
と
発
表
し
た
。
米
メ

デ
ィ
ア
は
「
出
産
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
対
す
る
初
の
大
規
模
な

取
り
締
ま
り
」
と
報
じ
た
。

　

捜
査
は
連
邦
捜
査
局
（
Ｆ

Ｂ
Ｉ
）
や
国
土
安
全
保
障
省

な
ど
と
合
同
で
実
施
。
発
表

に
よ
る
と
、
検
察
は
１
９
人

の
う
ち
、
国
外
な
ど
に
逃
亡

し
た
１
６
人
を
起
訴
し
、
３

人
を
３
１
日
に
逮
捕
し
た
。

　

米
西
海
岸
で
は
近
年
、
米

国
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
に
自

動
的
に
米
国
籍
を
与
え
る

「
出
生
地
主
義
」制
度
を
狙
っ

て
中
国
人
の
妊
婦
が
急
増
。

業
者
も
増
え
、
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
た
。

　

当
局
は
２
０
１
５
年
３

月
、
妊
婦
ら
の
滞
在
先
な
ど

数
カ
所
の
施
設
を
捜
索
。
業

者
ら
が
ビ
ザ
申
請
時
の
虚
偽

説
明
や
入
国
審
査
が
緩
い
ハ

ワ
イ
経
由
で
の
入
国
を
指
示

し
て
い
た
こ
と
や
、
資
金
洗

浄
の
実
態
が
判
明
し
た
。

　

中
に
は
中
国
湖
南
省
や
北

京
市
な
ど
の
政
府
幹
部
や
裕

福
な
家
庭
を
対
象
に
し
た
業

者
も
あ
り
、
約
１
０
万
ド
ル

（
約
１
千
万
円
）
の
料
金
を

受
け
取
っ
て
い
た
と
い
う
。

当
局
者
は
「
出
産
ビ
ジ
ネ
ス

は
国
家
の
安
全
に
危
機
を
も

た
ら
す
。
米
国
の
生
活
様
式

は
売
り
物
で
は
な
い
」
と
述

べ
、
業
者
ら
を
批
判
し
た
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
藤

原
章
博
】
米
国
と
中
国
の
両

政
府
は
１
月
３
１
日
、
ワ
シ

ン
ト
ン
で
２
日
間
の
閣
僚
級

貿
易
協
議
を
終
え
た
。
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
は
「
大
き
な

進
展
が
あ
っ
た
」と
評
価
し
、

中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
と

会
談
し
て
最
終
的
な
合
意
を

目
指
す
考
え
を
示
し
た
。
３

月
１
日
の
交
渉
期
限
ま
で
に

行
う
と
み
ら
れ
る
首
脳
会
談

で
決
着
を
図
る
構
え
だ
。

　

米
国
は
中
国
政
府
に
よ
る

国
有
企
業
支
援
と
い
っ
た
構

造
問
題
の
改
善
を
求
め
て
い

る
が
、
意
見
の
隔
た
り
は
大

き
い
。
両
国
は
協
議
は
有
意

義
だ
っ
た
と
強
調
す
る
が
、

具
体
的
な
成
果
は
乏
し
く
包

括
的
な
合
意
を
ま
と
め
る
の

は
難
航
す
る
と
み
ら
れ
る
。

　

ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
通
商
代

表
と
ム
ニ
ュ
ー
シ
ン
財
務
長

官
が
、
中
国
の
春
節
（
旧
正

月
）
の
大
型
連
休
後
の
２
月

山
口
那
津
男
代
表
は
「
最
終

的
に
は
政
治
家
の
監
督
責
任

も
議
論
さ
れ
る
」
と
指
摘
し

た
。
国
会
内
で
記
者
団
の
質

問
に
答
え
た
。

　

賃
金
構
造
統
計
は
、
学
歴

や
雇
用
形
態
な
ど
の
属
性
別

に
見
た
賃
金
水
準
を
把
握
す

る
た
め
毎
年
１
回
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。

国
会
に
示
す
。

　

厚
労
省
試
算
で
は
、
複
数

の
月
で
１
％
以
上
の
下
げ
幅

と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
野
党
試
算
と
同
様
に
、

６
月
以
外
は
ゼ
ロ
も
し
く
は

マ
イ
ナ
ス
が
続
き
、
全
体
で

見
る
と
下
降
傾
向
だ
っ
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
３
１
日

の
参
院
本
会
議
で
「
勤
労
統

計
の
伸
び
率
の
み
を
示
し

て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果

だ
と
強
調
し
た
こ
と
は
な

い
」
と
説
明
。「
連
合
の
調

査
で
は
今
世
紀
最
高
水
準
の

賃
上
げ
が
続
い
て
い
る
」
と

主
張
し
た
。

イ
ル
ス
は
２
０
０
９
年
に
新

型
と
し
て
流
行
し
た
Ａ
型

と
、
Ａ
香
港
型
が
拮
抗
し
て

い
る
。
昨
冬
多
か
っ
た
Ｂ
型

は
１
％
に
と
ど
ま
る
。

　

厚
労
省
は
、
こ
ま
め
な
手

洗
い
や
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み

が
出
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着

け
る
と
い
っ
た
「
せ
き
エ
チ

ケ
ッ
ト
」
の
徹
底
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

年
金
運
用
１
４
・
８
兆
円
赤
字

過
去
最
大
、
昨
年
１
０
〜
１
２
月

の
赤
字
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
財

政
危
機
な
ど
が
問
題
化
し
た

１
５
年
７
〜
９
月
期
の
約

７
兆
９
千
億
円
だ
っ
た
。

　

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
主
に
、
国
内

外
の
株
式
、
国
内
外
の
債
券

の
四
つ
の
資
産
に
分
散
投
資

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
竹

本
篤
史
、
仲
井
大
祐
】
米
Ｃ

Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
は
１
月
３
１

日
、
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
が

２
月
１
日
、
ロ
シ
ア
と
の
中

距
離
核
戦
力
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）
廃

棄
条
約
の
破
棄
通
告
を
発
表

す
る
見
通
し
と
報
じ
た
。
条

約
違
反
を
巡
る
米
ロ
の
対
立

は
解
消
せ
ず
に
協
議
は
決

裂
、
通
告
後
６
カ
月
で
条
約

は
失
効
す
る
。
核
軍
縮
分
野

で
特
定
兵
器
の
全
廃
を
盛
り

込
ん
だ
史
上
初
の
条
約
が
な

く
な
れ
ば
、
国
際
社
会
の
核

軍
拡
競
争
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
る
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｆ
廃
棄
条
約
は
１
９ 

８
７
年
、
当
時
の
ゴ
ル
バ

に
中
国
を
訪
れ
協
議
す
る
。

米
紙
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
中
国

側
が
２
月
下
旬
に
予
定
さ
れ

て
い
る
米
朝
首
脳
会
談
後

に
、
中
国
南
部
の
海
南
省
で

米
中
首
脳
会
談
を
開
く
こ
と

を
提
案
し
た
と
報
じ
た
。

　

中
国
外
務
省
の
耿
爽
副
報

道
局
長
は
１
日
、
首
脳
会
談

を
巡
り
「（
習
氏
も
）
各
種

の
方
法
で
密
接
な
関
係
を
保

持
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」

と
述
べ
、
期
待
を
示
し
た
。

　

米
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
声

明
で
、
貿
易
協
議
で
知
的
財

産
権
保
護
や
技
術
移
転
の
強

要
、
貿
易
不
均
衡
、
人
民
元

相
場
に
つ
い
て
議
論
し
た
と

発
表
し
た
。
合
意
事
項
を
必

ず
実
行
に
移
す
こ
と
で
一
致

し
、
中
国
が
米
国
の
農
産
品

や
工
業
製
品
を
大
量
購
入
す

る
こ
と
も
話
し
合
っ
た
と
説

明
し
た
。

　

中
国
国
営
通
信
、
新
華
社

は
１
日
「
重
要
な
進
展
が

あ
っ
た
」
と
の
中
国
代
表
団

の
声
明
を
伝
え
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
月
３
１

日
、
閣
僚
級
協
議
で
中
国
代

表
団
を
率
い
た
劉
鶴
副
首

相
と
面
会
。
劉
氏
は
大
豆
を

５
０
０
万
ト
ン
購
入
す
る
と

表
明
し
た
。
ラ
イ
ト
ハ
イ

ザ
ー
氏
は
協
議
で
「
中
国
の

構
造
改
革
と
合
意
内
容
の
順

守
に
焦
点
を
当
て
た
」
と
述

べ
た
。

し
て
い
る
。
以
前
は
国
内
債

券
の
比
率
が
６
割
を
占
め
た

が
、
１
４
年
に
債
券
を
抑
え

て
株
式
の
比
率
を
高
め
る
方

針
を
決
定
。
現
在
は
ほ
ぼ
半

分
を
国
内
外
の
株
式
で
運
用

し
て
い
る
。
高
収
益
が
期
待

で
き
る
半
面
、
国
内
外
の
株

価
が
低
迷
す
れ
ば
赤
字
が
膨

ら
み
や
す
く
な
る
と
い
う
リ

ス
ク
を
抱
え
て
い
る
。

　

１
０
〜
１
２
月
期
の
運
用

実
績
を
資
産
別
に
見
る
と
、

国
内
株
式
は
７
兆
６
５
５ 

６
億
円
、
外
国
株
式
は
６
兆 

８
５
８
２
億
円
、
外
国
債

券
は
７
１
８ 

２
億
円
の
そ

れ
ぞ
れ
赤
字
。
国
内
債
券
は

４
２
４
２
億
円
の
黒
字
だ
っ

た
。

　

高
橋
則
広
理
事
長
は
「
長

期
的
な
観
点
か
ら
運
用
を
行

い
、
年
金
財
政
に
必
要
な
積

立
金
を
残
す
た
め
し
っ
か
り

と
責
任
を
果
た
し
て
い
く
」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

米
人
気
歌
手
ア
リ
ア
ナ
・
グ

ラ
ン
デ
さ
ん
が
漢
字
で
「
七

輪
」
と
タ
ト
ゥ
ー
を
入
れ
た

自
身
の
手
の
ひ
ら
の
画
像
を

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
し

た
。
現
在
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る

新
曲「
７　
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ（
七

つ
の
指
輪
）」
を
漢
字
に
し

た
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
フ
ァ

ン
ら
か
ら
「
意
味
が
違
う
」

と
指
摘
を
受
け
、
タ
ト
ゥ
ー

を
修
正
し
た
。
米
メ
デ
ィ
ア

が
１
月
３
１
日
に
伝
え
た
。

　

自
ら
日
本
語
を
勉
強
す
る

姿
の
画
像
を
公
開
し
た
こ
と

も
あ
る
グ
ラ
ン
デ
さ
ん
は
指

摘
を
受
け
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

「
確
か
に
『
つ
の
指
』
を
抜

か
し
て
し
ま
っ
た
」
と
認
め

た
。
修
正
し
た
タ
ト
ゥ
ー
の

画
像
を
３
１
日
に
投
稿
し
、

英
語
で
「
小
さ
な
七
輪
よ
、

安
ら
か
に
眠
れ
。寂
し
い
わ
。

本
当
に
大
好
き
だ
っ
た
」
と

書
き
込
ん
だ
。

　

し
か
し
修
正
さ
れ
た
タ

ト
ゥ
ー
は
「
七
輪
」
に
漢
字

の
「
指
」
と
ハ
ー
ト
マ
ー
ク

を
付
け
加
え
た
だ
け
。
こ
の

タ
ト
ゥ
ー
に
も
「
な
ぜ
『
七

輪
指
』
に
し
て
し
ま
っ
た
の

か
」な
ど
の
指
摘
が
続
い
た
。

グ
ラ
ン
デ
さ
ん
は
そ
の
後
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
画
像
や

ツ
イ
ー
ト
を
削
除
し
た
。

 ANO XXII  –  Nº 5173 SÃO PAULO, SÁBADO, 2 DE FEVEREIRO DE 2019 R$ 4,00
Rua da Glória, 332 - CEP 01510-000 - São Paulo - SP – Tel. (11) 3340-6060 – www.nikkeyshimbun.com.br

DIRETOR  PRESIDENTE
RAUL  M. TAKAKI

JORNALISTA  RESPONSÁVEL
TAKAO MIYAGUI



問
わ
れ
る
新
政
権
の
環
境
政
策

と
共
に
下
院
第
一
党
と
な
っ

た
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
も
推

薦
す
る
見
込
み
の
マ
ル
セ

ロ
・
フ
レ
イ
シ
ョ
氏
（
Ｐ
Ｓ

Ｏ
Ｌ
）
氏
、
ジ
ョ
ア
ン
・
エ

ン
リ
ケ
・
カ
ウ
ダ
氏
（
ブ
ラ

ジ
ル
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）、

ペ
テ
ル
ニ
ル
氏
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）

が
名
乗
り
を
あ
げ
た
。
さ
ら

に
、
一
時
は
マ
イ
ア
氏
の
支

持
に
回
る
と
予
想
さ
れ
て
い

た
テ
メ
ル
前
大
統
領
の
民
主

運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
や
中
道
政

党
連
合
「
セ
ン
ト
ロ
ン
」
の

中
心
の
進
歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）
か

ら
も
、
フ
ァ
ビ
オ
・
ラ
マ
ー

リ
ョ
氏
と
リ
カ
ル
ド
・
バ
ロ

ス
氏
が
出
馬
し
た
。

　

ま
た
、
大
混
戦
が
予
想
さ

れ
て
い
る
の
が
上
院
だ
。
通

常
な
ら
第
一
党
の
政
党
の

候
補
が
議
長
に
な
る
こ
と

　
【
既
報
関
連
】
１
月
３
１
日
、
ミ
ナ
ス
州
ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
の
鉱
滓
ダ
ム
決
壊

事
故
か
ら
１
週
間
が
経
過
し
た
。
同
日
夜
の
段
階
で
確
認
さ
れ
た
死
者
の
数
は

１
０
０
人
を
超
え
、
行
方
不
明
者
２
３
８
人
の
生
存
も
絶
望
視
さ
れ
て
い
る
と
、

１
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

１
６
年
は
９
件
、
１
７
年
は

３
件
、
１
８
年
は
ゼ
ロ
件
に

な
っ
た
。
承
認
さ
れ
た
法
案

は
皆
無
だ
。

　

今
年
１
月
に
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

新
政
権
が
発
足
、
２
月
１
日

か
ら
は
上
下
両
院
の
連
邦
議

会
の
メ
ン
バ
ー
も
刷
新
さ
れ

る
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
、

経
済
的
利
益
や
産
業
の
発

展
、
外
国
投
資
を
招
く
事
を

環
境
問
題
よ
り
優
先
す
る
姿

勢
を
見
せ
て
い
た
が
、
こ
れ

ほ
ど
の
惨
事
が
起
き
た
こ
と

で
、
環
境
政
策
を
変
化
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
る
。

聖
市
北
部
に
も
鉱
業
用
ダ
ム

　
「
ダ
ム
な
ん
て
、
こ
の
あ
た

り
に
あ
っ
た
の
？
」
聖
市
北

部
ペ
ル
ー
ス
在
住
者
の
大
半

は
、
現
地
を
取
材
し
た
報
道

陣
に
そ
う
答
え
る
。

　

し
か
し
、
ペ
ル
ー
ス
に
は

確
か
に
、
ジ
ュ
ル
ア
ス
採
石

所
か
ら
出
る
、
石
や
土
砂
を

溜
め
て
お
く
水
交
じ
り
の
ダ

ム
が
あ
り
、
数
キ
ロ
離
れ
た

所
に
は
、
粘
土
採
掘
時
の
泥

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
や
同
大
統
領
が

抜
擢
し
た
大
臣
た
ち
と
異
な

る
見
解
を
語
っ
て
話
題
と

な
っ
て
い
る
ア
ミ
ウ
ト
ン
・

モ
ウ
ロ
ン
副
大
統
領
が
、
グ

ロ
ー
ボ
紙
へ
の
取
材
で
「
あ

く
ま
で
も
政
府
で
な
く
自
分

の
意
見
」
と
し
な
が
ら
も
、

を
堆
積
す
る
ク
ラ
リ
フ
ィ
カ
ソ

ン
ダ
ム
も
存
在
す
る
。

　

国
家
鉱
業
庁
（
Ａ
Ｎ
Ｍ
）

の
調
査
に
よ
る
と
、
決
壊
し

た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
被
害

レ
ベ
ル
は
両
方
と
も「
高
」（
＝

人
命
が
損
な
わ
れ
る
危
険
性

が
あ
り
、
滞
留
物
流
出
の
際

に
は
、
社
会
、
経
済
、
環
境

に
強
い
影
響
が
出
る
可
能
性

が
あ
る
）
で
、
事
故
が
起
こ

る
可
能
性
は
、
ジ
ュ
ル
ア
ス
が

「
低
」
で
、
ク
ラ
リ
フ
ィ
カ
ソ

ン
が
「
中
」
だ
。

　

ク
ラ
リ
フ
ィ
カ
ソ
ン
管
理

会
社
の
テ
リ
ト
リ
ア
ル
・
サ

ン
パ
ウ
ロ
社
、
ジ
ュ
ル
ア
ス

管
理
会
社
の
エ
ン
ブ
ー
Ｓ
Ａ

は
共
に
「
ダ
ム
に
危
険
は
な

い
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

災
害
救
助
を
担
当
す
る
防
災

初
七
日
ミ
サ
、
生
存
は
絶
望
視

が
定
例
化
し
て
お
り
、
そ
の

線
で
行
く
な
ら
、
今
年
も
Ｍ

Ｄ
Ｂ
の
レ
ナ
ン
・
カ
リ
ェ
イ

ロ
ス
氏
の
５
度
目
の
就
任
が

有
力
だ
。
だ
が
、
同
氏
に
は

ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の

容
疑
が
数
多
く
か
か
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
汚
職
イ

治
家
が
３
人
入
っ
て
い
る
こ

と
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
社
会

自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
が
マ
イ

ア
氏
支
持
に
回
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
野
党
の
左
派
政
党
の

一
部
が
マ
イ
ア
氏
支
持
に

回
っ
た
こ
と
で
、
同
氏
の
再

選
が
固
く
な
っ
て
い
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　

結
局
、
下
院
議
長
選
に
は

マ
イ
ア
氏
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｓ
Ｌ

　

１
日
、
連
邦
議
会
が
再
開

さ
れ
、
下
院
、
上
院
共
に
議

長
選
挙
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

議
長
は
同
日
の
夕
方
か
ら
夜

に
決
定
す
る
見
込
み
だ
。
１

日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　

下
院
議
長
選
の
争
点
は
、

１
６
年
７
月
以
来
議
長
を
つ

と
め
て
い
る
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ

イ
ア
氏
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
・
民
主
党
）

の
三
選
目
な
る
か
、
と
い
う

こ
と
に
あ
る
。

　

現
状
で
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

政
権
の
閣
僚
に
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の
政 下

院
は
マ
イ
ア
再
選
が
有
力

特
殊
部
隊
が
グ
ア
イ
ド
家
を
脅
迫

上
院
は
レ
ナ
ン
止
め
ら
れ
る
か

メ
ー
ジ
を
嫌
う
声
が
高
ま
っ

て
い
る
。

　

Ｍ
Ｄ
Ｂ
内
で
も
、
レ
ナ
ン

氏
の
出
馬
を
止
め
よ
う
と
シ

モ
ー
ネ
・
テ
ー
ベ
チ
氏
が
出

馬
を
名
乗
り
で
た
。
Ｍ
Ｄ
Ｂ

の
上
院
議
員
ら
が
１
月
３
１

日
に
ど
ち
ら
を
党
の
候
補
に

す
る
か
で
投
票
を
行
っ
た
結

果
、
レ
ナ
ン
氏
が
勝
っ
た
が
、

他
党
が
テ
ー
ベ
チ
氏
に
党
移

籍
を
前
提
に
出
馬
す
る
よ
う

声
を
か
け
て
い
る
と
い
う
。

　

上
院
議
長
選
に
は
午
後
４

時
現
在
、
元
大
統
領
の
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
・
コ
ー
ロ
ル
氏
が

名
乗
り
を
あ
げ
て
い
る
。
ま

た
、
マ
ジ
ョ
ー
ル
・
オ
リ
ン

ピ
オ
氏
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
や
、
昨

年
の
大
統
領
選
候
補
の
ア
ル

ヴ
ァ
ロ
・
ジ
ア
ス
氏
（
ポ
デ

モ
ス
）、
タ
ッ
ソ
・
ジ
ェ
レ

イ
サ
ッ
チ
氏
（
民
主
社
会
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
な
ど
の
出
馬
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

ミ
サ
を
行
っ
た
ミ
ナ
ス
州
ベ

ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
教
区
の
ワ

ウ
モ
ー
ル
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
・

デ・ア
ゼ
ヴ
ェ
ー
ド
大
司
教
は
、

（
企
業
側
の
怠
慢
や
不
正
も

絡
む
大
規
模
人
災
と
い
う
意

味
で
）「
犯
罪
的
な
大
惨
事
」

と
評
し
た
。
同
大
司
教
は
、

３
年
前
の
マ
リ
ア
ー
ナ
で
の

鉱
滓
ダ
ム
決
壊
事
故
に
も
触

れ
、「
以
前
の
教
訓
が
十
分
に

活
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と

語
り
、
州
政
府
や
司
法
当
局

に
再
発
防
止
策
を
と
る
よ
う

求
め
た
。

　

１
５
年
１
１
月
に
ミ
ナ
ス

州
マ
リ
ア
ー
ナ
で
鉱
滓
ダ
ム

が
決
壊
し
た
直
後
、
連
邦
議

員
た
ち
は
、
ダ
ム
監
査
の
強

化
、
環
境
犯
罪
の
罰
則
の
強

化
、
被
害
者
へ
の
補
償
の
増

額
な
ど
の
内
容
を
含
ん
だ
法

案
を
１
３
件
も
提
案
し
た
。

だ
が
、
国
民
の
関
心
が
薄
れ

る
に
つ
れ
て
動
き
も
弱
ま
り
、

１日の下院（Lula Marques）

州が「触ってはいけない」と呼びかける泥に全身まみれて救助活
動を行う消防隊（Bombeiros / MG）

ベネズエラ

局
（D

efesa C
ivil

）
は
、

２
社
か
ら
は
昨
年
、
緊
急
事

態
行
動
計
画
書
を
受
け
取
っ

て
い
る
と
書
面
で
発
表
。
住

民
に
も
近
い
う
ち
に
公
開
さ

れ
る
予
定
だ
と
い
う
。

「
中
絶
は
女
性
の
権
利
だ
」

と
語
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
こ
の
言
動
を

め
ぐ
り
、
熱
心
な
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
信
者
の
中
か
ら
は
「
モ
ウ

ロ
ン
氏
は
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
に

な
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
あ

が
り
は
じ
め
て
も
い
る
。
最

近
の
大
統
領
、
副
大
統
領
の

意
見
の
割
れ
方
は
た
し
か

に
気
に
な
る
し
、「
な
ら
ば
、

な
ぜ
こ
の
人
を
副
大
統
領
に

選
ん
だ
の
」
と
も
思
う
が
、

過
激
発
言
の
多
い
同
政
権
か

ら
考
え
れ
ば
、「
癒
し
」
に

さ
え
聞
こ
え
る
。
さ
あ
、
今

後
は
ど
う
な
る
？

　
　
　
　
　

◎

　

聖
州
検
察
局
が
、
ロ
ド
リ

ゴ
・
ガ
ル
シ
ア
聖
州
副
知
事

（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
の
兄

で
企
業
家
の
マ
ル
コ
・
ア
ウ

レ
ー
リ
オ
氏
に
対
し
、
逮
捕

令
状
を
要
請
し
た
。
同
氏
と

同
氏
の
企
業
の
会
計
係
２
人

の
計
３
人
は
、
聖
市
と
の
事

業
契
約
に
関
し
て
サ
ー
ビ
ス

税
の
免
除
を
行
い
、
資
金
洗

浄
の
罪
で
第
２
審
判
決
で
有

罪
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は

ジ
ル
ベ
ル
ト
・
カ
サ
ビ
氏
が

市
長
だ
っ
た
２
０
０
７
年
に

起
こ
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
。

ア
ウ
レ
ー
リ
オ
氏
は
逃
亡
中

だ
が
、
ド
リ
ア
聖
州
政
権
に

と
っ
て
は
痛
い
話
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
月
３
１
日
の
聖
州
選
手

権
。
過
去
に
チ
リ
や
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
代
表
を
指
揮
し
た
経

験
を
持
つ
名
将
サ
ン
パ
オ
リ

氏
が
率
い
る
サ
ン
ト
ス
は
、

こ
の
日
も
ブ
ラ
ガ
ン
チ
ー
ノ

を
全
く
寄
せ
付
け
ず
、
４
―

１
で
圧
勝
。
同
大
会
で
は
唯

一
の
全
勝
チ
ー
ム
と
な
っ
て

い
る
。
逆
に
、
大
型
補
強
を

行
っ
た
は
ず
の
サ
ン
パ
ウ
ロ

は
グ
ア
ラ
ニ
に
０
―
１
で
破

れ
、
こ
れ
で
２
勝
２
敗
。
エ

ン
ジ
ン
全
開
と
な
る
は
い
つ

か
ら
か
。

　

地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
は
１
月
３
１
日
、
昨
年

１
０
〜
１
２
月
の
失
業
率
は

１
１
・
６
％
だ
っ
た
と
発
表
し

た
と
、
１
月
３
１
日
、
２
月

１
日
付
伯
字
紙
・
サ
イ
ト
が

報
じ
て
い
る
。

　

調
査
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
シ
マ
ー
ル
・
ア
ゼ
レ
ー
ド

氏
は
、「
現
在
は
、
伯
国
民

の
４
分
の
１
が
自
営
業
だ
。

労
働
市
場
の
構
造
自
体
が
変

わ
っ
て
き
た
」
と
語
る
。

　

昨
年
１
年
間
の
平
均

失
業
率
は
１
２
・
３
％
で
、

１
２
・
７
％
だ
っ
た
一
昨
年
よ

り
若
干
改
善
し
た
が
、
就
職

自
体
を
諦
め
た
人
や
、
非
正

規
雇
用
で
働
く
人
も
多
い
。

ま
た
、
自
家
用
車
一
つ
で
配

車
ア
プ
リ
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
タ
ク

シ
ー
運
転
手
と
し
て
働
く
人

も
増
え
て
い
る
が
、
安
定
し

た
雇
用
と
は
言
え
な
い
。

　

年
間
平
均
失
業
率
が
０
・

４
％
ポ
イ
ン
ト
回
復
し
た
事

で
、
１
８
年
の
就
業
者
人
口

は
１
７
年
よ
り
１
２
０
万

人
増
え
た
。
し
か
し
、
未
だ

に
１
２
８
０
万
人
以
上
の
伯

人
が
失
業
中
だ
し
、
１
０
〜

１
２
月
の
場
合
は
、
自
営
業

者
が
２
・
８
％
、
非
正
規
雇

用
者
は
３
・
８
％
増
え
、
非

正
規
雇
用
者
が
１
％
減
っ
た
。

非
正
規
雇
用
者
と
自
営
業
者

の
総
計
が
正
規
雇
用
者
を
上

回
る
状
態
は
、
一
昨
年
か
ら

続
い
て
い
る
。
家
庭
内
労
働

者
も
加
え
た
数
が
正
規
雇
用

者
を
超
え
た
の
は
１
６
年
の

第
１
四
半
期
か
ら
だ
。

　

市
場
関
係
者
た
ち
は
状

況
が
劇
的
に
改
善
さ
れ
る
見

込
み
は
少
な
い
と
し
、
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
政
権
が
社
会
保
障
制

度
改
革
な
ど
、
経
済
活
性
化

の
た
め
に
必
要
な
政
策
を
迅

速
に
行
え
る
か
否
か
に
、
今

年
の
労
働
市
場
の
動
向
は
か

か
っ
て
い
る
と
見
て
い
る
。

　

経
済
調
査
院
（
Ｆ
ｉ
ｐ

ｅ
）
所
属
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ジ
ル
ベ
ル
ス

タ
イ
ン
氏
は
、「
ど
れ
ほ
ど
楽

観
的
に
予
測
し
て
も
、
社
会

保
障
制
度
改
革
の
成
立
は
今

年
半
ば
。
そ
の
後
も
、
企
業

家
た
ち
が
設
備
投
資
や
従
業

員
の
増
員
に
踏
み
切
る
ま
で

に
は
時
間
が
か
か
る
。
今
年

の
労
働
市
場
は
昨
年
よ
り
も

ま
し
に
は
な
る
が
、
力
強
い

回
復
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」

と
予
測
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
１
月
２
３

日
に
暫
定
大
統
領
だ
と
宣
言

し
た
フ
ア
ン
・
グ
ア
イ
ド
国

民
議
会
議
長
に
対
し
、
ニ
コ

ラ
ス
・
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統
領

や
体
制
派
の
反
撃
・
迫
害
が

続
い
て
い
る
と
１
月
３
１

日
、
２
月
１
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

グ
ア
イ
ド
氏
が
銀
行
口
座

凍
結
や
国
外
旅
行
禁
止
な
ど

の
措
置
後
も
活
動
を
停
止
し

な
い
の
を
見
た
体
制
派
は
、

１
月
３
１
日
に
同
氏
の
自
宅

に
押
し
か
け
、
家
族
を
脅
迫

す
る
と
い
う
行
為
に
出
た
。

　

体
制
派
の
国
家
警
察
が
自

宅
ま
で
来
た
事
は
、
カ
ラ
カ

ス
の
大
学
の
講
堂
で
の
抗
議

行
動
の
最
中
に
、
グ
ア
イ
ド

氏
自
身
が
「
特
殊
部
隊
が
自

宅
に
来
て
お
り
、
妻
を
捜
し

て
い
る
。
独
裁
者
達
は
我
々

が
恐
れ
を
な
す
と
考
え
て
い

る
よ
う
だ
」
と
語
っ
た
事
で

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

自
宅
に
は
生
後
１
歳
８
カ

月
の
女
児
も
お
り
、「
家
族

に
何
か
あ
っ
た
ら
国
家
警
察

の
責
任
」
と
し
、
マ
ド
ゥ
ー

ロ
氏
の
責
任
を
問
う
た
。

　

他
方
、
同
日
は
グ
ア
イ
ド

氏
の
暫
定
大
統
領
宣
言
に
関

し
て
も
大
き
な
動
き
が
あ
っ

た
。
米
国
議
会
の
働
き
か
け

を
受
け
、欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

議
会
が
４
３
９
対
１
０
４

（
棄
権
８
８
）
で
グ
ア
イ
ド

氏
を
暫
定
大
統
領
と
し
て
認

め
、
参
加
諸
国
も
そ
れ
に
倣

う
よ
う
求
め
た
の
だ
。

　

Ｅ
Ｕ
は
１
月
２
３
日
に
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
が
選
挙
を
や
り
直

す
事
を
望
む
旨
を
表
明
し
た

が
、
グ
ア
イ
ド
氏
承
認
へ
の

言
及
は
避
け
て
い
た
。ま
た
、

独
、
仏
、
ス
ペ
イ
ン
は
２
６

日
に
「
マ
ド
ゥ
ー
ロ
氏
が
８

日
以
内
に
正
当
で
自
由
な
選

挙
を
公
示
し
な
け
れ
ば
グ
ア

イ
ド
氏
を
承
認
」
と
の
意
向

を
表
明
し
た
が
、
Ｅ
Ｕ
議

会
は
そ
れ
を
一
歩
先
取
り
し

た
。
１
月
末
ま
で
に
グ
ア
イ

ド
氏
を
承
認
し
た
の
は
１
６

カ
国
＋
Ｅ
Ｕ
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ

氏
支
持
国
は
８
カ
国
だ
。

　

グ
ア
イ
ド
氏
は
民
主
的
な

形
の
大
統
領
選
早
期
実
施
を

求
め
て
い
る
が
、
マ
ド
ゥ
ー

ロ
氏
は
国
民
議
会
の
選
挙
の

前
倒
し
に
同
意
を
表
明
し
た

だ
け
で
、
大
統
領
選
挙
を
行

う
意
思
は
ま
る
で
な
い
。

　

他
方
、
グ
ア
イ
ド
氏
の
暫

定
大
統
領
宣
言
に
つ
い
て
、

大
統
領
選
で
マ
ド
ゥ
ー
ロ
氏

と
も
対
峙
し
た
エ
ン
リ
ケ
・

カ
プ
リ
レ
ス
氏
は
、「
国
民

議
会
閉
鎖
へ
の
懸
念
か
ら
、

反
体
制
派
内
で
も
同
氏
を
暫

定
大
統
領
と
す
る
事
へ
の
合

意
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

宣
誓
行
為
と
国
際
社
会
の
反

応
に
驚
い
て
い
る
」
と
語
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
伯
国
政
府
は
グ
ア

イ
ド
氏
の
暫
定
政
権
支
援
の

た
め
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
か

ら
要
請
が
あ
っ
た
が
拒
絶
し

た
８
億
ド
ル
弱
の
負
債
の
返

済
延
期
交
渉
再
開
や
、
国
際

通
貨
基
金
な
ど
か
ら
の
資
金

借
り
入
れ
支
援
な
ど
を
検
討

し
始
め
て
い
る
。

　

今
年
最
初
の
開
廷
と
な
っ

た
最
高
裁
で
１
日
、マ
ル
コ
・

ア
ウ
レ
ー
リ
オ
判
事
が
、
フ

ラ
ヴ
ィ
オ
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
上

議
が
提
出
し
た
、
リ
オ
州
議

時
代
の
元
運
転
手
フ
ァ
ブ
リ

シ
オ
・
ケ
イ
ロ
ス
氏
へ
の
捜

査
差
し
止
め
請
求
を
却
下
し

た
。
１
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が

報
じ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
が
差
し
止

め
を
求
め
た
の
は
、
リ
オ
州

検
察
局
が
金
融
活
動
管
理
審

議
会
（
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ
）
の
資
料

を
基
に
進
め
て
い
た
、
ケ
イ

ロ
ス
氏
の
口
座
を
巡
る
疑
惑

に
関
す
る
捜
査
だ
。
こ
の
口

座
で
は
、
幽
霊
職
員
と
思
わ

れ
る
人
た
ち
か
ら
の
振
込
み

な
ど
、
１
２
０
万
レ
ア
ル
に

及
ぶ
不
審
な
金
の
動
き
が
確

認
さ
れ
て
い
た
。

　

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
は
昨
年

１
２
月
に
、
上
議
に
選
出
さ

れ
た
人
物
に
対
す
る
捜
査
は

最
高
裁
の
許
可
が
必
要
と

し
、
捜
査
差
し
止
め
を
要
請

し
て
い
た
。
同
件
は
、
１
月

１
８
日
に
ル
イ
ス
・
フ
ク
ス

判
事
が
「
開
廷
ま
で
暫
定
的

に
」
と
の
条
件
付
で
リ
オ
検

察
局
の
捜
査
を
差
し
止
め
た

こ
と
で
物
議
を
醸
し
、以
来
、

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の
疑
惑
を
巡

る
報
道
が
過
熱
し
て
い
た
。

　

ア
ウ
レ
ー
リ
オ
判
事
は
、

「
こ
の
件
が
起
こ
っ
た
の
は

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
が
リ
オ
州
議

時
代
の
も
の
で
あ
り
、
最
高

裁
は
管
轄
外
」
と
し
て
最
高

裁
で
の
扱
い
を
拒
否
し
た
。

　

こ
れ
は
、
政
治
家
な
ど
の

裁
判
特
権
（
フ
ォ
ロ
・
プ
リ

ヴ
ィ
レ
ジ
ア
ー
ド
）
の
扱
い

が
昨
年
４
月
に
改
定
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
も
の
だ
。
そ
れ

ま
で
は
「
現
職
が
ど
こ
に
あ

る
か
」
で
管
轄
の
裁
判
所
が

決
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以

降
は
「
疑
惑
が
起
こ
っ
た
時

期
の
役
職
」
で
裁
判
所
が
決

ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

死者１１０人と行方不明２３８人
　

１
月
３
１
日
夜
の
時
点

で
確
認
さ
れ
た
死
者
の
数
は

１
１
０
人
で
、
７
１
人
の
身

元
が
判
明
し
て
い
る
。
無
事

や
所
在
が
確
認
さ
れ
た
の
は

３
９
４
人
で
、
２
３
８
人
が

依
然
行
方
不
明
だ
。

　

同
日
夜
は
、
ブ
ル
マ
ジ
ー

ニ
ョ
の
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ア
ン
教

会
で
初
七
日
の
ミ
サ
が
行
わ

れ
た
。
参
列
希
望
者
は
教
会

に
入
り
き
れ
ず
、
屋
外
に
設

置
さ
れ
た
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

で
ミ
サ
の
様
子
を
見
守
っ
た
。

１
７
年
よ
り
は
若
干
改
善

力
強
い
回
復
に
は
ま
だ
遠
く

伯
国
は
負
債
に
関
す
る
再
考
開
始

ダム決壊
事故続報

連 邦 議 会

初
日
は
議
長
選
か
ら
ス
タ
ー
ト

（２）２０１９年 第５１７３号 ２月 ２日 （土曜日）

１８年失業率

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
の
訴
え
を
却
下

ケ
イ
ロ
ス
の
疑
惑
捜
査
は
継
続

最 高 裁



　

宮み
や

沢ざ
わ

首し
ゅ

相し
ょ
うは
、
盧の

泰て

愚う

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うに
調

ち
ょ
う

査さ

を
約や

く

束そ
く

し
、
そ
の

結け
っ

果か

が
、
４
）（
前ぜ

ん

号ご
う

）、
翌よ

く

平へ
い

成せ
い

５
年ね

ん

８
月が

つ

４
日か

の
河こ

う

野の

官か
ん

房ぼ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

談だ
ん

話わ

と
な
っ
た
。
政せ

い

府ふ

調ち
ょ
う

査さ

の
結け

っ

果か

、「
甘か

ん

言げ
ん

、
弾だ

ん

圧あ
つ

に
よ
る
等な

ど

、
本ほ

ん

人に
ん

た
ち
の
意い

思し

に
反は

ん

し
て
集あ

つ

め
ら
れ
た
事じ

例れ
い

が
数か

ず

多お
お

く
あ
り
、
更さ

ら

に
、
官か

ん

憲け
ん

等ら

が
直

ち
ょ
く

接せ
つ

に
荷か

担た
ん

し
た
こ

と
も
あ
っ
た
」
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

強き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

が
あ
っ
た

こ
と
は
、
政せ

い

府ふ

の
公こ

う

式し
き

見け
ん

解か
い

と
な
っ
た
。

　
こ
の
発は

っ

表ぴ
ょ
うの
た
め
に
、
政せ

い

府ふ

は
お
お
が
か
り
な
文ぶ

ん

書し
ょ

調ち
ょ
う

査さ

と
、
元も

と

慰い

安あ
ん

婦ふ

へ
の
聞き

き
込こ

み
を
行

お
こ
な
っ
た
。
前ぜ

ん

号ご
う

冒ぼ
う

頭と
う

に
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
米べ

い

軍ぐ
ん

の
報ほ

う

告こ
く

書し
ょ

も
、
こ
の
文ぶ

ん

書し
ょ

調ち
ょ
う

査さ

で
発は

っ

見け
ん

さ
れ
た
も

の
だ
。
そ
れ
で
は
、
い
か
な
る
事じ

実じ
つ

に
よ
っ
て
「
官か

ん

憲け
ん

等ら

が
直

ち
ょ
く

接せ
つ

に
荷か

担た
ん

し
た
」
と
結け

つ

論ろ
ん

づ
け
た
の
か
？

　
こ
の
調

ち
ょ
う

査さ

を
実じ

っ

施し

し
た
平ひ

ら

林ば
や
し

博ひ
ろ
し・
外が

い

政せ
い

審し
ん

議ぎ

室し
つ

室し
つ

長ち
ょ
うは
、

平へ
い

成せ
い

９
年ね

ん

１
月が

つ

３
０
日に

ち

、
参さ

ん

議ぎ

院い
ん

予よ

算さ
ん

委い

員い
ん

会か
い

で
、
片か

た

山や
ま

虎と
ら

之の

助す
け

議ぎ

員い
ん

（
自じ

民み
ん

党と
う

）
の
質し

つ

問も
ん

に
対た

い

し
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
答と

う

弁べ
ん

を
し
て
い
る
。［
３
，
Ｐ
２
０
４
］

　
政せ

い

府ふ

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
二に

度ど

に
わ
た
り
ま
し
て
調

ち
ょ
う

査さ

を

「
従じ

ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
問も

ん

題だ
い

（
下げ

）

仕し

掛か

け
ら
れ
た
情じ

ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

争そ
う

１９９９年
ねん

１０月
がつ

２日
か

版
ばん

い
た
し
ま
し
た
。
一い

ち

部ぶ

資し

料り
ょ
う、
一い

ち

部ぶ

証し
ょ
う

言げ
ん

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
先せ

ん

生せ
い

の
今い

ま

御ご

指し

摘て
き

の
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

の
問も

ん

題だ
い

で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
政せ

い

府ふ

が
調

ち
ょ
う

査さ

し
た
限か

ぎ

り
の
文ぶ

ん

書し
ょ

の
中な

か

に
は
軍ぐ

ん

や
官か

ん

憲け
ん

に
よ
る
慰い

安あ
ん

婦ふ

の
強

き
ょ
う

制せ
い

募ぼ

集し
ゅ
うを
直

ち
ょ
く

接せ
つ

示し
め

す
よ
う
な
記き

述じ
ゅ
つは

見み

出い
だ

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
た
だ
、
総そ

う

合ご
う

的て
き

に
判は

ん

断だ
ん

し
た
結け

っ

果か

、
一い

っ

定て
い

の
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
先さ

き

ほ
ど
御ご

指し

摘て
き

の
よ
う
な
官か

ん

房ぼ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

の
談だ

ん

話わ

の
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

に
な
っ
た
と
、
そ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

資し

料り
ょ
うは
な
か
っ
た
が
、「
総そ

う

合ご
う

的て
き

に
判は

ん

断だ
ん

し
た
結け

っ

果か

」、
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
判は

ん

断だ
ん

の
過か

程て
い

に
つ
い
て
、
当と

う

時じ

、

内な
い

閣か
く

官か
ん

房ぼ
う

副ふ
く

長ち
ょ
う

官か
ん

だ
っ
た
石い

し

原は
ら

信の
ぶ

雄お

氏し

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
明あ

き

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

強
き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

の
証

し
ょ
う

拠こ

は
見み

あ
た
ら
な
か
っ
た
。
元も

と

慰い

安あ
ん

婦ふ

を

強き
ょ
う

制せ
い

的て
き

に
連つ

れ
て
き
た
と
い
う
人ひ

と

の
証

し
ょ
う

言げ
ん

を
得え

よ
う
と
探さ

が

し

た
が
そ
れ
も
ど
う
し
て
も
な
か
っ
た
。
結け

っ

局き
ょ
く

談だ
ん

話わ

発は
っ

表ぴ
ょ
うの
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

に
ソ
ウ
ル
で
行

お
こ
な
っ
た
元も

と

慰い

安あ
ん

婦ふ

十じ
ゅ
う

六ろ
く

名め
い

の
証

し
ょ
う

言げ
ん

が
決き

め
手て

め
た
」
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

聞き

き
取と

り
が
終お

わ
っ
た
の
が
７
月が

つ

３
０
日に

ち

。
そ
の
わ
ず
か
５

日か

後ご

の
８
月が

つ

４
日か

、
河こ

う

野の

談だ
ん

話わ

が
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
た
。
同ど

う

日じ
つ

、
宮み

や

沢ざ
わ

政せ
い

権け
ん

は
総そ

う

辞じ

職し
ょ
くを
し
た
。
ま
さ
に
「
飛と

ぶ
鳥と

り

跡あ
と

を
濁に

ご

し
て
」

の
結け

つ

論ろ
ん

で
あ
っ
た
。

　
「
強つ

よ

い
要よ

う

請せ
い

」
を
行

お
こ
な

っ
た
と
い
う
韓か

ん

国こ
く

政せ
い

府ふ

の
態た

い

度ど

に
つ
い

て
、
石い

し

原は
ら

氏し

は
国こ

っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

と
の
会か

い

合ご
う

で
次つ

ぎ

の
よ
う
に
語か

た

っ
て
い

る
。

　
も
う
少す

こ

し
補ほ

足そ
く

し
ま
す
と
、
こ
の
問も

ん

題だ
い

の
初し

ょ

期き

の
段だ

ん

階か
い

で

は
私わ

た
しは
韓か

ん

国こ
く

政せ
い

府ふ

が
こ
れ
を
あ
お
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た

と
。
む
し
ろ
こ
の
問も

ん

題だ
い

を
あ
ま
り
問も

ん

題だ
い

に
し
た
く
な
い
よ
う
な

雰ふ
ん

囲い

気き

を
感か

ん

じ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
い
ま
申も

う

し

た
人じ

ん

物ぶ
つ

が
と
に
か
く
こ
の
問も

ん

題だ
い

を
掘ほ

り
起お

こ
し
て
大お

お

き
く
す
る

と
い
う
行こ

う

動ど
う

を
現げ

ん

地ち

へ
い
っ
て
や
り
ま
し
て
、
そ
し
て
こ
れ
に

呼こ

応お
う

す
る
形か

た
ち
で
国こ

っ

会か
い

で
質し

つ

問も
ん

を
行お

こ
な
う
と
。
連れ

ん

携け
い

プ
レ
ー
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
韓か

ん

国こ
く

政せ
い

府ふ

と
し
て
も
そ
う
言い

わ
れ
ち
ゃ

う
と
放ほ

う
っ
て
お
け
な
い
と
い
う
、
そ
う
い
う
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うが
あ
っ
た
こ

と
は
事じ

実じ
つ

で
す
。［
４
，
Ｐ
３
１
４
］

　
こ
の
「
い
ま
申も

う

し
た
人じ

ん

物ぶ
つ

」
に
つ
い
て
、
石い

し

原は
ら

氏し

は
「
あ
る

日に

本ほ
ん

の
弁べ

ん

護ご

士し

さ
ん
」
と
し
て
、
名な

前ま
え

は
明あ

か
し
て
い
な
い
。

　

慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

は
、
日に

本ほ
ん

の
一い

ち

部ぶ

の
人に

ん

間げ
ん

が
焚た

き
つ
け
た
、
と

い
う
認に

ん

識し
き

は
、
韓か

ん

国こ
く

側が
わ

の
盧の

泰て

愚う

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うの
次つ

ぎ

の
発は

つ

言げ
ん

に
も
、

見み

ら
れ
る
。

　

日に

本ほ
ん

の
言げ

ん

論ろ
ん

機き

関か
ん

の
方か

た

が
こ
の
問も

ん

題だ
い

を
提て

い

起き

し
、
我わ

が

国く
に

の
国こ

く

民み
ん

の
反は

ん

日に
ち

感か
ん

情じ
ょ
うを
焚た

き
つ
け
、
国こ

く

民み
ん

を
憤ふ

ん

激げ
き

さ
せ
て

し
ま
い
ま
し
た
。（
文ぶ

ん

藝げ
い

春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う、
Ｈ
５
．
３　
）［
１
，
Ｐ

３
０
２
］

　

日に
っ

韓か
ん

関か
ん

係け
い

と
同ど

う

様よ
う

、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
間あ

い
だで
も
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

が
焚た

き
つ
け
ら
れ
た
。
平へ

い

成せ
い

５
年ね

ん

に
高た

か

木き

健け
ん

一い
ち

氏し

（
金き

ん

学が
く

順じ
ゅ
んさ
ん
ら
の
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

に
対た

い

す
る
訴そ

訟し
ょ
うの
主し

ゅ

任に
ん

）
ら
、

日に

本ほ
ん

の
弁べ

ん

護ご

士し

３
人に

ん

が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
や
っ
て
き
て
、
地じ

元も
と

紙し

に
「
補ほ

償し
ょ
うの
た
め
に
日に

本ほ
ん

か
ら
や
っ
て
き
た
。
元も

と

慰い

安あ
ん

婦ふ

は

名な

乗の

り
出で

て
欲ほ

し
い
」
と
い
う
内な

い

容よ
う

の
広こ

う

告こ
く

を
出だ

し
た
。［
５
］

　

兵へ
い

補ほ

協き
ょ
う

会か
い

の
ラ
ハ
ル
ジ
ョ
会か

い

長ち
ょ
うは
、「
補ほ

償し
ょ
う

要よ
う

求き
ゅ
うの
や
り
方か

た

は
、
東と

う

京き
ょ
うの
高た

か

木き

健け
ん

一い
ち

弁べ
ん

護ご

士し

の
指し

示じ

を
受う

け
」、
慰い

安あ
ん

婦ふ

登と
う

録ろ
く

を
始は

じ

め
た
。
会か

い

長ち
ょ
うは
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
中な

か

嶋じ
ま

慎し
ん

三さ
ぶ

郎ろ
う

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

セ
ン
タ
ー
代だ

い

表ひ
ょ
うに
対た

い

し
て
、「
慰い

安あ
ん

婦ふ

に
２
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

円え
ん

払は
ら

え
」
と

怒ど

号ご
う

し
た
と
い
う
か
ら
、
名な

乗の

り
で
れ
ば
、
２
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

円え
ん

も
ら

え
る
と
宣せ

ん

伝で
ん

し
て
い
る
模も

様よ
う

で
あ
っ
た
、
と
言い

う
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
２
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

円え
ん

と
は
、
日に

本ほ
ん

な
ら
２
億お

く

円え
ん

に

も
相そ

う

当と
う

す
る
金き

ん

額が
く

な
の
で
、
大お

お

騒さ
わ

ぎ
と
な
り
、
２
万ま

ん

２
千せ

ん

人に
ん

も
が
元も

と

慰い

安あ
ん

婦ふ

と
し
て
名な

乗の

り
を
あ
げ
た
。
ち
な
み
に
、
当と

う

時じ

ジ
ャ
ワ
に
い
た
日に

本ほ
ん

兵へ
い

は
２
万ま

ん

余よ

で
あ
る
。

　
こ
の
様よ

う

子す

を
報ほ

う

道ど
う

し
た
中

ち
ゅ
う

京き
ょ
うテ
レ
ビ
製せ

い

作さ
く

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
「
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｆ
Ｕ
（
慰い

安あ
ん

婦ふ

）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場ば

合あ
い

に
は
」

に
、
英え

い

字じ

紙し

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
イ
ム
ス
」
の
ジ
ャ
マ
ル
・

ア
リ
会か

い

長ち
ょ
うは
次つ

ぎ

の
よ
う
に
語か

た
っ
た
。

　
ば
か
ば
か
し
い
。
針し

ん

小し
ょ
う

棒ぼ
う

大だ
い

で
あ
る
。
一ひ

と

人り

の
兵へ

い

隊た
い

に
一ひ

と

人り

の
慰い

安あ
ん

婦ふ

が
い
た
と
い
う
の
か
。
ど
う
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

よ
い
と
こ
ろ
を
映う

つ

さ
な
い
。
こ
ん
な
番ば

ん

組ぐ
み

、
両

り
ょ
う

国こ
く

の
友ゆ

う

好こ
う

に
何な

ん

の
役や

く

に
も
立た

た
な
い
。
我わ

れ

々わ
れ

に
は
、
日に

本ほ
ん

罵ば

倒と
う

体た
い

質し
つ

の
韓か

ん

国こ
く

や
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
違ち

が
っ
て
歴れ

き

史し

と
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
。「
お
金か

ね

を
く
れ
」

な
ど
と
は
、
３
６
０
年ね

ん

間か
ん

、
わ
が
国く

に

を
支し

配は
い

し
た
オ
ラ
ン
ダ

に
だ
っ
て
要よ

う

求き
ゅ
うし
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
番ば

ん

組ぐ
み

で
は
、
元も

と

慰い

安あ
ん

婦ふ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

場ば

面め
ん

が
出で

て
く
る
が
、
こ
こ
で
も
悪あ

く

質し
つ

な
仕し

掛か

け
が
あ
っ
た
。

元も
と

慰い

安あ
ん

婦ふ

が
語か

た

る
場ば

面め
ん

で
、
日に

本ほ
ん

語ご

の
字じ

幕ま
く

で

　
戦せ

ん

争そ
う

が
終お

わ
る
と
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
誰だ

れ

も
い
な
く
な
っ
て
い
た
ん
で

す
。
私わ

た
した
ち
は
無む

一い
ち

文も
ん

で
置お

き
去ざ

り
に
さ
れ
た
ん
で
す
。

　
と
出で

て
い
る
の
だ
が
、
実じ

っ

際さ
い

に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語ご

で
、

　
あ
の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

は
誰だ

れ

だ
っ
た
ろ
う
。
全ぜ

ん

員い
ん

が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
。
私わ

た
した
ち
は
無む

一い
ち

文も
ん

で
置お

き
去ざ

り
に
さ
れ
た
ん

で
す
。

　

と
話は

な

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
慰い

安あ
ん

所じ
ょ

の
経け

い

営え
い

者し
ゃ

は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

（３） ２０１９年第５１７３号 	 ２月	 ２日	（土曜日）

人じ
ん

で
あ
り
、
戦せ

ん

争そ
う

が
終お

わ
る
と
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

た
ち
を
見み

捨す

て
て
、

姿す
が
たを
く
ら
ま
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
番ば

ん

組ぐ
み

の
予よ

告こ
く

が
、
日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
機き

関か
ん

紙し

「
赤あ

か

旗は
た

」

に
出で

て
い
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政せ

い

府ふ

は
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

の
動う

ご

き
が
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

に
よ
り
、
両

り
ょ
う

国こ
く

の
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

を
破は

壊か
い

す
る
目も

く

的て
き

で
行お

こ
なわ
れ
て
い
る
と
判は

ん

断だ
ん

し
た
よ
う
だ
。

　
ス
エ
ノ
社し

ゃ

会か
い

大だ
い

臣じ
ん

が
、
す
ぐ
に
マ
ス
コ
ミ
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

を
集あ

つ

め
、

次つ
ぎ

の
見け

ん

解か
い

を
明あ

き

ら
か
に
し
た
。

１
）　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政せ

い

府ふ

は
、
こ
の
問も

ん

題だ
い

で
補ほ

償し
ょ
うを
要よ

う

求き
ゅ
うし

た
こ
と
は
な
い
。

２
）　

し
か
し
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

（
村む

ら

山や
ま

首し
ゅ

相し
ょ
う）
が
元も

と

慰い

安あ
ん

婦ふ

に
お

詫わ

び
を
し
て
お
金か

ね

を
払は

ら

い
た
い
と
い
う
の
で
、
い
た
だ
く
が
、

元も
と

慰い

安あ
ん

婦ふ

個こ

人じ
ん

に
は
渡わ

た

さ
ず
、
女じ

ょ

性せ
い

の
福ふ

く

祉し

や
保ほ

健け
ん

事じ

業ぎ
ょ
うの

た
め
に
使つ

か

う
。

３
）　

日に

本ほ
ん

と
の
補ほ

償し
ょ
う

問も
ん

題だ
い

は
、
１
９
５
８
年ね

ん

の
協

き
ょ
う

定て
い

に
よ

り
、
完か

ん

結け
つ

し
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政せ

い

府ふ

の
毅き

然ぜ
ん

た
る
姿し

勢せ
い

で
、
高た

か

木き

弁べ
ん

護ご

士し

ら
の
た
く
ら
み
は
頓と

ん

挫ざ

し
た
。
こ
の
声せ

い

明め
い

の
後あ

と

で
、
取し

ゅ

材ざ
い

し
た

中な
か

嶋じ
ま

氏し

は
、
数す

う

名め
い

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
閣か

く

僚り
ょ
うか
ら
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に

言い

わ
れ
た
と
い
う
。

　
今こ

ん

回か
い

の
事じ

件け
ん

の
発ほ

っ

端た
ん

は
日に

本ほ
ん

側が
わ

だ
。
悪あ

く

質し
つ

き
わ
ま
り
な
い
。

だ
が
、
我わ

れ

々わ
れ

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
取と

り
締し

ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
恥ち

部ぶ

ば
か
り
報ほ

う

じ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民み

ん

族ぞ
く

の
名め

い

誉よ

を
傷き

ず

つ
け
、
両

り
ょ
う

国こ
く

の
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

を
損そ

こ

な
う
よ
う
な
日に

本ほ
ん

人じ
ん

グ
ル
ー
プ
が
い
る
こ
と
が
明め

い

白は
く

に
な
っ
た
。
あ
な
た
方が

た

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
手て

で
何な

ん

と
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地じ

道み
ち

に
調

ち
ょ
う

査さ

を
進す

す

め
る
人ひ

と

々び
と

の
努ど

力り
ょ
くに
よ
り
、
奴ど

隷れ
い

狩が

り

の
よ
う
な
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

の
事じ

実じ
つ

は
な
い
こ
と
が
明あ

き

ら
か
に
な
る

と
、
さ
す
が
に
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

を
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

す
る
人ひ

と

々び
と

の
間あ

い
だ
で
も
、

強き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

の
定て

い

義ぎ

を
修

し
ゅ
う

正せ
い

せ
ざ
る
を
得え

な
く
な
っ
て
き
た
。
た

と
え
ば
、
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

派は

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

人じ
ん

物ぶ
つ

で
あ
る
吉よ

し

見み

義よ
し

明あ
き

・
中

ち
ゅ
う

央お
う

大だ
い

学が
く

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
岩い

わ

波な
み

新し
ん

書し
ょ

の
「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」
で
、
次つ

ぎ

の
よ
う

に
述の

べ
て
い
る
。

　
そ
の
女じ

ょ

性せ
い

の
前ま

え

に
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

、
専せ

ん

門も
ん

職し
ょ
く、
自じ

営え
い

業ぎ
ょ
うな
ど
自じ

由ゆ
う

な
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

選せ
ん

択た
く

の
道み

ち

が
開ひ

ら

か
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

と

な
る
道み

ち

を
選え

ら

ぶ
女じ

ょ

性せ
い

が
い
る
は
ず
は
な
い
・
・
・
た
と
え
本ほ

ん

人に
ん

が
、
自じ

由ゆ
う

意い

思し

で
そ
の
道み

ち

を
選え

ら

ん
だ
よ
う
に
見み

え
る
と
き
で

も
、
実じ

つ

は
、
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

支し

配は
い

、
貧ひ

ん

困こ
ん

、
失し

つ

業ぎ
ょ
うな
ど
何な

ん

ら
か
の
強

き
ょ
う

制せ
い

の
結け

っ

果か

な
の
だ
。［
６
，
Ｐ
１
０
３
］

　
「
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

」
を
こ
こ
ま
で
広こ

う

義ぎ

に
解か

い

釈し
ゃ
くす
れ
ば
、
現げ

ん

代だ
い

の
風ふ

う

俗ぞ
く

関か
ん

係け
い

の
女じ

ょ

性せ
い

た
ち
も
、
貧ひ

ん

困こ
ん

や
失し

つ

業ぎ
ょ
うな
ど
何な

ん

ら
か
の
「
強

き
ょ
う

制せ
い

の
結け

っ

果か

」
で
あ
り
、
国こ

っ

家か

が
謝し

ゃ

罪ざ
い

と
補ほ

償し
ょ
うを
す
べ
き
だ
、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
す
が
に
こ
の
よ
う
な
暴ぼ

う

論ろ
ん

で

は
、
常

じ
ょ
う

識し
き

あ
る
国こ

く

民み
ん

の
理り

解か
い

を
得え

ら
れ
る
は
ず
も
な
く
、
国こ

く

内な
い

の
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

に
関か

ん

す
る
関か

ん

心し
ん

は
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
冷さ

め
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
は
、
事じ

実じ
つ

の
伝つ

た

わ
り
に
く
さ
を
利り

用よ
う

し
て
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

を
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
仕し

立た

て
よ
う
と
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
が
今い

ま

も
展て

ん

開か
い

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最さ

い

初し
ょ

は
宮み

や

沢ざ
わ

首し
ゅ

相し
ょ
うの
訪ほ

う

韓か
ん

直ち
ょ
く

後ご

の
平へ

い

成せ
い

４
年ね

ん

２
月が

つ

１
７
日に

ち

、
日に

本ほ
ん

弁べ
ん

護ご

士し

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
戸と

塚つ
か

悦え
つ

郎ろ
う

弁べ
ん

護ご

士し

が
、
国こ

く

連れ
ん

人じ
ん

権け
ん

委い

員い
ん

会か
い

で
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

を
人じ

ん

道ど
う

上じ
ょ
うの
罪つ

み

と
位い

置ち

づ
け
、
国こ

く

連れ
ん

の
介か

い

入に
ゅ
うを
求も

と

め
る
発は

つ

言げ
ん

を
し
た
事こ

と

で
あ
る
。

　

平へ
い

成せ
い

８
年ね

ん

３
月が

つ

に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開ひ

ら

か
れ
た
国こ

く

連れ
ん

の
人じ

ん

権け
ん

委い

員い
ん

会か
い

に
提て

い

出し
ゅ
つさ
れ
た
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
女じ

ょ

史し

の
報ほ

う

告こ
く

書し
ょ

は
、
家か

庭て
い

内な
い

暴ぼ
う

力り
ょ
くを
主し

ゅ

テ
ー
マ
に
し
て
い
る
の
に
、
そ
の
付ふ

属ぞ
く

文ぶ
ん

書し
ょ

に

「
戦せ

ん

時じ

の
軍ぐ

ん

用よ
う

性せ
い

奴ど

隷れ
い

制せ
い

問も
ん

題だ
い

に
関か

ん

す
る
報ほ

う

告こ
く

書し
ょ

」
と
題だ

い

し

て
、
半は

ん

世せ
い

紀き

以い

上じ
ょ
う

前ま
え

の
日に

本ほ
ん

の
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

を
取と

り
上あ

げ
て

い
る
。

　

戸と

塚つ
か

弁べ
ん

護ご

士し

は
、
こ
の
時と

き

に
も
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
本も

と

岡お
か

昭し
ょ
う

次じ

参さ
ん

議ぎ

院い
ん

議ぎ

員い
ん（
社し

ゃ

会か
い

党と
う

→
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

）と
と
も
に
、デ
モ
や
ロ
ビ
ー

活か
つ

動ど
う

を
行

お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

は
、
や
は
り
吉よ

し

田だ

清せ
い

治じ

の
本ほ

ん

や
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

た
ち
の

証し
ょ
う

言げ
ん

を
取と

り
上あ

げ
て
い
る
。
そ
の
中な

か

で
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
元も

と

慰い

安あ
ん

婦ふ

の
証

し
ょ
う

言げ
ん

と
し
て
、

　
仲な

か

間ま

の
一ひ

と

人り

が
一い

ち

日に
ち

４
０
人に

ん

も
サ
ー
ビ
ス
す
る
の
は
き
つ
い

と
苦く

情じ
ょ
うを
言い

う
と
、
ヤ
マ
モ
ト
中

ち
ゅ
う

隊た
い

長ち
ょ
うは
拷ご

う

問も
ん

し
た
の
ち
首く

び

を
切き

り
落お

と
し
、「
肉に

く

を
茹ゆ

で
て
、
食た

べ
さ
せ
ろ
」
と
命め

い

じ
た
。

　

な
ど
と
い
う
話は

な
し
が
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
元も

と

慰い

安あ
ん

婦ふ

は
、

１
９
２
０
年ね

ん

に
生う

ま
れ
、
１
３
歳さ

い

の
時と

き

に
一ひ

と

人り

の
日に

本ほ
ん

兵へ
い

に
拉ら

致ち

さ
れ
た
と
い
う
の
だ
が
、
１
９
３
３
年ね

ん

の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
平へ

い

時じ

で
あ

り
、
遊ゆ

う

郭か
く

は
あ
っ
た
が
、
軍ぐ

ん

専せ
ん

用よ
う

の
慰い

安あ
ん

所じ
ょ

は
な
か
っ
た
。
そ

の
程て

い

度ど

の
事じ

実じ
つ

確か
く

認に
ん

も
さ
れ
て
い
な
い
証

し
ょ
う

言げ
ん

が
、
４
例れ

い

紹し
ょ
う

介か
い

さ
れ
、
そ
の
上う

え

で
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

に
対た

い

し
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ
へ
の
補ほ

償し
ょ
う、
犯は

ん

罪ざ
い

者し
ゃ

の
追つ

い

及き
ゅ
うと
処し

ょ

罰ば
つ

を
勧か

ん

告こ
く

し
て
い
る
。

　

日に

本ほ
ん

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
外が

い

務む

省し
ょ
うは
こ
の
文ぶ

ん

書し
ょ

に
関か

ん

す
る
４
０
頁

ペ
ー
ジ

の
反は

ん

論ろ
ん

を
作さ

く

成せ
い

し
、
根ね

回ま
わ

し
工こ

う

作さ
く

を
し
た
も
よ
う
だ
。
西に

し

側が
わ

諸し
ょ

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
うの
間あ

い
だで
は
、
ク
マ
ラ
ス
ワ
ミ
報ほ

う

告こ
く

書し
ょ

の
欠け

っ

陥か
ん

が
理り

解か
い

さ
れ
た
が
、
韓か

ん

国こ
く

、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の

関か
ん

係け
い

国こ
く

は
立た

ち

場ば

上じ
ょ
う、
強つ

よ

く
反は

ん

発ぱ
つ

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
攻こ

う

防ぼ
う

の
結け

っ

果か

、
人じ

ん

権け
ん

委い

員い
ん

会か
い

で
は
家か

庭て
い

内な
い

暴ぼ
う

力り
ょ
くに
関か

ん

す
る
本ほ

ん

文ぶ
ん

は
「
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る
」
と
い
う
最さ

い

高こ
う

の
評

ひ
ょ
う

価か

を

得え

た
一い

っ

方ぽ
う

、
慰い

安あ
ん

婦ふ

に
関か

ん

す
る
部ぶ

分ぶ
ん

は
、
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｎ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
（
留

り
ゅ
う

意い

す
る
）
と
い
う
最さ

い

低て
い

の
評

ひ
ょ
う

価か

で
あ
っ
た
。［
１
，

Ｐ
２
５
９
］

　

平へ
い

成せ
い

１
０
年ね

ん

８
月が

つ

、
今こ

ん

度ど

は
、
ゲ
イ
・
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル

女じ
ょ

史し

が
、
旧き

ゅ
うユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
な
ど
戦せ

ん

時じ

下か

に
お
け
る
対た

い

女じ
ょ

性せ
い

暴ぼ
う

力り
ょ
く

問も
ん

題だ
い

を
調

ち
ょ
う

査さ

し
た
報ほ

う

告こ
く

書し
ょ

を
作さ

く

成せ
い

し
た
が
、
そ
の
付ふ

属ぞ
く

文ぶ
ん

書し
ょ

で
、
ま
た
も
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

を
取と

り
上あ

げ
、「
レ
イ
プ
・

セ
ン
タ
ー
の
責せ

き

任に
ん

者し
ゃ

、
利り

用よ
う

者し
ゃ

の
逮た

い

捕ほ

」
と
「
元も

と

慰い

安あ
ん

婦ふ

へ
の

法ほ
う

的て
き

賠ば
い

償し
ょ
うを
履り

行こ
う

す
る
機き

関か
ん

の
設せ

っ

置ち

」
を
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

に
勧か

ん

告こ
く

一い
ち

部ぶ

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

弁べ
ん

護ご

士し

、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
が

　
　
　
　
　
　

仕し

掛か

け
た
国こ

く

際さ
い

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

し
た
。

　

慰い

安あ
ん

所じ
ょ

は
「
レ
イ
プ
・
セ
ン
タ
ー
（
強ご

う

姦か
ん

所じ
ょ

）」
と
改か

い

称し
ょ
うさ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
人じ

ん

権け
ん

小し
ょ
う

委い

員い
ん

会か
い

の
勧か

ん

告こ
く

と
し

て
は
採さ

い

択た
く

さ
れ
ず
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
マ
女じ

ょ

史し

の
個こ

人じ
ん

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

に

過す

ぎ
な
い
、
と
し
て
い
る
。

　

平へ
い

成せ
い

１
１
年ね

ん

８
月が

つ

に
は
、
米べ

い

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

し
ゅ
う

上じ
ょ
う

下か

院い
ん

が
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うに
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

が
行

お
こ
な
っ
た
と
さ
れ
る
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

に

つ
い
て
、「
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

は
よ
り
明め

い

確か
く

に
謝し

ゃ

罪ざ
い

し
、
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

に
対た

い

す
る
賠ば

い

償し
ょ
うを
行お

こ
な
う
べ
き
だ
」
と
す
る
決け

つ

議ぎ

を
採さ

い

択た
く

し
た
。
こ

の
「
戦せ

ん

争そ
う

犯は
ん

罪ざ
い

」
に
は
、
捕ほ

虜り
ょ

の
強

き
ょ
う

制せ
い

労ろ
う

働ど
う

、「
南な

ん

京き
ん

虐ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

」

と
な
ら
ん
で
、「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

の
強

き
ょ
う

要よ
う

」
が
含ふ

く

ま
れ
て
い
る
。

［
７
］

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

し
ゅ
う

議ぎ

会か
い

の
決け

つ

議ぎ

に
は
、
ア
イ
リ
ス
・
チ
ャ

ン
の
「
レ
イ
プ
・
オ
ブ
・
ナ
ン
キ
ン
」
の
影え

い

響き
ょ
うが
指し

摘て
き

さ
れ
て

い
る
。
チ
ャ
ン
の
本ほ

ん

に
つ
い
て
は
、
本ほ

ん

講こ
う

座ざ

６
０
号ご

う

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し

た
よ
う
に
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

の
資し

金き
ん

援え
ん

助じ
ょ

を
受う

け
た
シ
ナ
系け

い

米べ
い

人じ
ん

の
団だ

ん

体た
い

が
支し

援え
ん

し
て
い
る
。［
Ａ
］

　

南な
ん

京き
ん

事じ

件け
ん

と
慰い

安あ
ん

婦ふ

問も
ん

題だ
い

は
基き

本ほ
ん

的て
き

に
同お

な

じ
構こ

う

造ぞ
う

を
し
て

い
る
。
チ
ャ
ン
の
本ほ

ん

は
、
日に

ち

米べ
い

関か
ん

係け
い

に
対た

い

す
る
楔く

さ
びで
あ
り
、
慰い

安あ
ん

婦ふ

は
日に

っ

韓か
ん

友ゆ
う

好こ
う
へ
の
楔く

さ
びと
し
て
仕し

掛か

け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の

問も
ん

題だ
い

に
つ
い
て
、
米べ

い

国こ
く

や
韓か

ん

国こ
く

の
対た

い

応お
う

を
非ひ

難な
ん

す
る
こ
と
は
、

友ゆ
う

好こ
う

関か
ん

係け
い

を
破は

壊か
い

し
よ
う
と
す
る
狙ね

ら

い
に
乗の

る
こ
と
に
な
る
。

　

国こ
っ

家か

の
安あ

ん

全ぜ
ん

を
脅お

び
やか
す
も
の
は
、
テ
ポ
ド
ン
や
工こ

う

作さ
く

船せ
ん

の
よ

う
な
ハ
ー
ド
の
武ぶ

力り
ょ
くだ
け
で
は
な
い
。
一い

っ

国こ
く

の
国こ

く

際さ
い

的て
き

地ち

位い

を

貶お
と
しめ
、
友ゆ

う

好こ
う

国こ
く

と
の
関か

ん

係け
い

に
楔く

さ
び
を
打う

ち
込こ

む
よ
う
な
情

じ
ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

争そ
う

が
、
外が

い

国こ
く

と
国こ

く

内な
い

勢せ
い

力り
ょ
くの
結け

っ

託た
く

に
よ
り
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
仕し

掛か

け
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
攻こ

う

撃げ
き

か
ら
、
い
か
に
わ
が
国く

に

の
国こ

く

益え
き

と

国こ
く

際さ
い

友ゆ
う

好こ
う

関か
ん

係け
い

を
守ま

も

る
か
、
ソ
フ
ト
面め

ん

の
自じ

衛え
い

体た
い

制せ
い

が
不ふ

可か

欠け
つ

と
な
っ
て
い
る
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．「
慰い

安あ
ん

婦ふ

の
戦せ

ん

場じ
ょ
うの
性せ

い

」、
秦は

た

郁ふ
み

彦ひ
こ

、
新し

ん

潮ち
ょ
う

選せ
ん

書し
ょ

、
Ｈ

１
１
．
６

２
．「
闇や

み

に
挑い

ど

む
！
」、
西に

し

岡お
か

力ち
か
ら、
徳と

く

間ま

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
１
０
．
９

３
．「
慰い

安あ
ん

婦ふ

強き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

は
な
か
っ
た
」、
大だ

い

師し

堂ど
う

経つ
ね

慰や
す

、
展て

ん

転で
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
１
１
．
２

４
．「
歴れ

き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

へ
の
疑ぎ

問も
ん

」、
日に

本ほ
ん

の
前ぜ

ん

途と

と
歴れ

き

史し

教
き
ょ
う

育い
く

を
考か

ん
が
え
る
若わ

か

手て

議ぎ

員い
ん

の
会か

い

編へ
ん

、
展て

ん

転で
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
９
．
１
２
．

２
３

５
．「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
捏ね

つ

造ぞ
う

し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
慰い

安あ
ん

婦ふ

」、
中な

か

嶋じ
ま

慎し
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

、　

祖そ

国こ
く

と
青せ

い

年ね
ん

、
Ｈ
８
．
１
２

６
．「
従

じ
ゅ
う

軍ぐ
ん

慰い

安あ
ん

婦ふ

」、
吉よ

し

見み

義よ
し

明あ
き

、
岩い

わ

波な
み

新し
ん

書し
ょ

、
Ｈ
７
．
４

７
．
産さ

ん

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

、
Ｈ
１
１
．
０
８
．
２
７　

東と
う

京き
ょ
う

朝ち
ょ
う

刊か
ん　

１
．
強き

ょ
う

制せ
い

を
示し

め

す
文ぶ

ん

書し
ょ

は
な
か
っ
た

２
．
総そ

う

合ご
う

的て
き

に
判は

ん

断だ
ん

し
た
結け

っ

果か

３
．
日に

本ほ
ん

の
言げ

ん

論ろ
ん

機き

関か
ん

が
、

        

反は
ん

日に
ち

感か
ん

情じ
ょ
う

を
焚た

き
つ
け
た

４
．
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
現あ

ら
わ

れ
た

        

日に

本ほ
ん

人じ
ん

弁べ
ん

護ご

士し

た
ち

５
．
慰い

安あ
ん

婦ふ

番ば
ん

組ぐ
み

で
の
仕し

掛か

け

６
．
あ
な
た
方が

た

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
手て

で

        

何な
ん

と
か
し
て
く
だ
さ
い

７
．
国こ

く

内な
い

で
急き

ゅ
う

速そ
く

に
冷さ

め
る
関か

ん

心し
ん

８
．
国こ

く

連れ
ん

で
の
攻こ

う

防ぼ
う

９
．
情じ

ょ
う

報ほ
う

戦せ
ん

争そ
う

か
ら
、

         

い
か
に
国こ

く

益え
き

と

         

国こ
く

際さ
い

友ゆ
う

好こ
う

関か
ん

係け
い

を
守ま

も

る
か

４
頁ペ

ー
ジ　

国こ
く

際さ
い

２
面め

ん

■　

リ
ン
ク　

■

Ａ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
６
０
）　

南な
ん

京き
ん

事じ

件け
ん

の
影か

げ

に
潜ひ

そ

む
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
外が

い

交こ
う

戦せ
ん

術
じ
ゅ
つ

Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｐ
：
／
／
Ｗ
Ｗ
Ｗ
２

Ｓ
．
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
．
Ｎ

Ｅ
．
Ｊ
Ｐ
／
～
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

Ｎ
／
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｂ
Ｄ
＿
Ｈ
１
０

＿
２
／
Ｊ
Ｏ
Ｇ
０
６
０
．
Ｈ

Ｔ
Ｍ
Ｌ

慰い

安あ
ん

婦ふ

を
募ぼ

集し
ゅ
うし
た
業ぎ
ょ
う者し
ゃに
よ
る
広こ
う

告こ
く

に
な
っ
た
。
彼か

の

女じ
ょ

達た
ち

の
名め

い

誉よ

の
た
め
に
、
こ
れ

を
是ぜ

非ひ

と
も
認み

と

め
て
欲ほ

し
い
と
い
う
韓か

ん

国こ
く

側が
わ

の

強つ
よ

い
要よ

う

請せ
い

に
応こ

た

え
て
、
納な

っ

得と
く

で
き
る
証

し
ょ
う

拠こ

、
証

し
ょ
う

言げ
ん

は
な
か
っ
た
が
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

を
認み

と

め
た
。

　

も
し
も
こ
れ
が
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

に
よ
る
国こ

っ

家か

賠ば
い

償し
ょ
うの
前ぜ

ん

提て
い

と
し
て
の
話は

な
し
だ
っ
た
ら
、
通つ

う

常じ
ょ
うの
裁さ

い

判ば
ん

同ど
う

様よ
う

、
厳げ

ん

密み
つ

な
事じ

実じ
つ

関か
ん

係け
い

の
調

ち
ょ
う

査さ

に
基も

と

づ
い

た
証

し
ょ
う

拠こ

を
求も

と

め
る
。
こ
れ
は
両

り
ょ
う

国こ
く

関か
ん

係け
い

に
配は

い

慮り
ょ

し
て
善ぜ

ん

意い

で
認み

と

め
た
も
の
で
あ
る
。
元も

と

慰い

安あ
ん

婦ふ

の
証

し
ょ
う

言げ
ん

だ
け
で
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

を
認み

と

め
る
と
い
う
結け

つ

論ろ
ん

に
も
っ
て
い
っ
た
こ
と
へ
の
議ぎ

論ろ
ん

の
あ
る
こ
と
は

知し

っ
て
い
る
し
批ひ

判は
ん

は
覚か

く

悟ご

し
て
い
る
。
決け

つ

断だ
ん

し
た
の
だ
か
ら
弁べ

ん

解か
い

は
し
な
い
（
櫻

さ
く
ら

井い

よ
し
こ

「
密み

つ

約や
く

外が
い

交こ
う

の
代だ

い

償し
ょ
う」「
文ぶ

ん

藝げ
い

春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う」
平へ

い

成せ
い

９
年ね

ん

４
月が

つ

）［
３
，
Ｐ
５
８
］

　

元も
と

慰い

安あ
ん

婦ふ

か
ら
の
聞き

き
取と

り
調

ち
ょ
う

査さ

は
、
非ひ

公こ
う

開か
い

、
か
つ
裏う

ら

付づ

け
も
と
ら
れ
て
い
な
い
と
明あ

か
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
調

ち
ょ
う

査さ

の
結け

っ

果か

、

「
韓か

ん

国こ
く

側が
わ

の
強つ

よ

い
要よ

う

請せ
い

」
の
も
と
で
「
納な

っ

得と
く

で

き
る
証

し
ょ
う

拠こ

、
証

し
ょ
う

言げ
ん

は
な
か
っ
た
が
強

き
ょ
う

制せ
い

性せ
い

を
認み

と
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Acordo de livre comércio 
entre Japão e União 
Europeia entra em vigor

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Economia (01/02/2019)

Um Acordo de Parceria 
Econômica entre o Japão 
e a União Europeia entrou 
em vigor nesta sexta-feira. 
O documento foi ratificado 
em dezembro do ano pas-
sado.
O Japão e a União Euro-
peia, juntos, contam com 

uma população total de 
640 milhões de pessoas, 
que somam 28% do PIB 
global e representam 37% 
do montante do comércio 
mundial.
O Japão vai eliminar tarifas 
sobre 94% das suas impor-
tações da União Europeia, 

incluindo produtos agrope-
cuários. A União Europeia 
vai eliminar impostos so-
bre 99% das importações 
do Japão.
As duas partes também de-
vem liberalizar regras em 
diversas áreas, tais como 
em investimentos, serviços 

e aquisição pública.
O governo japonês avalia 
que o Acordo vai expandir 
o comércio e os investi-
mentos, elevar o PIB real 
do país em cerca de 1% e 
gerar aproximadamente 
290 mil empregos.

Significado e objetivos do novo acordo 
de parceria econômica entre Japão e 
União Europeia

Economia  (01/02/2019)

Entrou em vigor na sex-
ta-feira um acordo de par-
ceria econômica entre o 
Japão e a União Europeia, 
em meio à política de Do-
nald Trump no governo 
americano, que insiste na 
postura de “Estados Uni-
dos em primeiro lugar”, e 
várias outras políticas de 
protecionismo. O Japão 
pretende demonstrar ao 
mundo os benefício eco-
nômicos da parceria e a 
importância da promoção 
do livre comércio. Em ju-
nho, será realizada pela 
primeira vez no Japão 
um encontro de cúpula do 
G20 e, durante o evento, 

o país pretende mostrar 
os resultados do acordo 
de parceria econômica e 
enfatizar a necessidade de 
cooperação internacional.
Outro abrangente acor-
do de livre comércio 
entre nações da região 
Ásia-Pacífico, conhecido 
como Acordo de Parceria 
Transpacífica, ou TPP nas 
iniciais em inglês, já ha-
via entrado em vigor em 
dezembro do ano passa-
do. O acordo envolve o 
Japão e 10 outros países. 
Além disso, o governo 
japonês está atualmen-
te conversando com 15 
nações da região Ásia-

Taiwan vai desativar todos 
os reatores de energia 
nuclear até maio de 2025

Usina Nuclear (01/02/2019)

O governo de Taiwan de-
cidiu continuar com suas 
políticas de eliminação 
gradativa de reatores de 
energia nuclear até 2025, 
apesar dos resultados de 
um referendo que pedem 
a revisão do plano.
Os resultados do referen-
do realizado no mês de 
novembro passado re-
querem a rejeição de um 
artigo legal que pede que 
todos os seis reatores de 
energia nuclear da ilha se-
jam fechados até 2025. A 
orientação foi estabeleci-
da após o acidente nuclear 
de 2011 na usina de ener-
gia nuclear Fukushima 1, 
no Japão.
Contudo, o governo 

taiwanês disse, na quinta-
feira, que seria impossível 
continuar a operar cinco 
dos reatores mesmo após 
2025. Um outro reator já 
foi desativado.
O governo cita que os mo-
tivos para tomar esta deci-
são são fatores tais como 
a resistência dos governos 
locais das regiões em que 
os reatores estão situados.
A oposição à operação dos 
reatores de energia nucle-
ar cresceu em Taiwan des-
de o acidente de Fukushi-
ma. Contudo, continuam 
as fortes preocupações 
de que, sem a energia nu-
clear, o abastecimento de 
energia elétrica não aten-
da à demanda.

Pacífico sobre a Parceria 
Econômica Abrangente 
Regional.
Junichi Sugawara, fun-
cionário do Instituto de 
Pesquisas Mizuho, disse 
que o acordo de livre co-
mércio com a União Eu-
ropeia assumiu um nova 
dimensão como defesa 
contra o protecionismo. 
O Japão se autodenomina 
um “porta-bandeira do li-
vre comércio”. Ele espe-
ra que Tóquio continue 
exercendo um papel de 
liderança na conclusão de 
outros importantes acor-
dos multilaterais de par-
ceria econômica.

Sugawara observou tam-
bém ser necessário que 
o Japão trabalhe com a 
União Europeia no senti-
do de incentivar os Esta-
dos Unidos a manterem 
o sistema de comércio 
livre multinacional, algo 
imprescindível inclusive 
para restringir o trata-
mento preferencial exces-
sivo de indústrias regio-
nais na China e em outros 
países. A postura também 
ajudará a reformar a Or-
ganização Mundial do 
Comércio, um órgão de 
monitoramento das regras 
mercantis internacionais.

Prefeitos pedem apoio do governo do Japão 
para ensino de japonês a estrangeiros

Estrangeiros   (30/01/2019)

Prefeitos de municípios 
do Japão em que reside 
um grande número de 
estrangeiros enfatizaram 
ao governo nacional que 
necessitam do seu apoio 
para oferecer o ensino do 
idioma japonês.
Quinze chefes de executi-
vos municipais de várias 
partes do Japão partici-
param terça-feira de um 
encontro anual na cidade 
de Ota, da província de 
Gunma. Também estavam 
presentes autoridades do 
governo japonês.

Um dirigente do Centro 
de Intercâmbio Interna-
cional do Japão afirmou 
que o país acolhe traba-
lhadores estrangeiros em 
perspectiva de curto prazo 
para compensar a escas-
sez de mão de obra. Ex-
plicou que estas circuns-
tâncias resultaram em um 
ensino do idioma japonês 
insuficiente para adultos e 
crianças de outros países.
Os participantes do en-
contro trocaram, então, 
pontos de vista sobre a 
nova política do governo 

japonês para receber mais 
trabalhadores estrangeiros 
a partir de abril.
O prefeito da localidade 
de Oizumi, da provín-
cia de Gunma, Toshiaki 
Murayama, afirmou que 
o governo central preci-
sa oferecer serviços para 
moradores estrangeiros. 
Pessoas de fora do Japão 
correspondem a aproxi-
madamente 20% da po-
pulação de Oizumi. Ele 
explicou que o governo 
municipal arca com a to-
talidade do ônus finan-

ceiro relacionado com 
moradores estrangeiros, 
incluindo a remuneração 
de assistentes linguísticos 
e consultorias.
Já o prefeito da cidade 
de Yokkaichi, da provín-
cia de Mie, falou sobre a 
abrangência limitada do 
ensino da língua por vo-
luntários locais. Tomohi-
ro Mori ressaltou que o 
governo japonês deveria 
oferecer suporte a empre-
gadores de trabalhadores 
estrangeiros por meio de 
cursos de japonês, em ca-
ráter compulsório.

Premiê japonês promete investigação mais rigorosa em 
escândalo sobre dados trabalhistas

Política (01/02/2019)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, irá for-
talecer a independência de 
um painel, que está inves-
tigando as estatísticas ir-
regulares elaboradas pelo 
Ministério da Saúde, Tra-
balho e Bem-Estar Social.
Abe fez este comentário 
ao responder a perguntas 
feitas por Tetsuro Fukuya-
ma, o secretário-geral 
do Partido Democrático 
Constitucional do Japão, 

em uma sessão da Câmara 
Alta na sexta-feira.
Fukuyama afirmou que 
os aumentos que foram 
citados para salários no 
ano passado, em termos 
reais, eram na verdade, 
reduções. Ele indicou que 
a independência do painel 
foi comprometida, porque 
autoridades do ministério 
participaram das entrevis-
tas para a investigação.
Fukuyama pediu a subs-

tituição dos membros do 
painel para conduzir uma 
investigação completa. 
Ele exigiu também a re-
núncia do ministro do Tra-
balho.
O premiê afirmou que o 
ministério está analisan-
do se os salários, em ter-
mos reais, para o período 
de janeiro a novembro do 
ano passado, podem ser 
calculados de uma forma 
apropriada. Ele disse com-

preender que o painel de 
inquérito será mais inde-
pendente, e que realizará 
uma investigação mais 
rigorosa, interrogando au-
toridades de municipalida-
des relevantes.
Abe declarou que quer 
que o ministro do Traba-
lho corrija rapidamente os 
pagamentos de benefícios 
que foram reduzidos por 
conta dos dados equivoca-
dos, e implemente medi-
das preventivas.

Desaceleração econômica na China afeta fabricantes japonesas
Economia (01/02/2019)

As maiores fabricantes 
de maquinário e eletrô-
nicos do Japão estão re-
duzindo suas projeções 
de lucro para o atual ano 
fiscal, que termina em 
março. Isso se deve à de-
saceleração econômica na 
China, que surgiu devido 

às disputas comerciais do 
país com os Estados Uni-
dos.
Executivos da Kawasaki 
Heavy Industries redu-
ziram suas projeções de 
venda em cerca de 230 
milhões de dólares. Fun-
cionários citam a contra-

ção do mercado na China. 
Eles também afirmam que 
a crescente possibilidade 
de não haver um acordo 
em relação ao Brexit está 
contribuindo para a sensa-
ção geral de incertezas na 
economia.
A fabricante de eletrôni-

cos, Fuji Electric, cortou 
suas estimativas de vendas 
em cerca de 46 milhões 
de dólares. A empresa diz 
que as preocupações eco-
nômicas da China estão 
reduzindo a demanda por 
semicondutores para ma-
quinários.





1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1



財ざ
い

団だ
ん

」
は
、
世せ

界か
い

各か
く

地ち

域い
き

で
の
若わ

か

手て

日に
っ

系け
い

人じ
ん

（
１
８
～

３
５
歳さ

い

）
を
対た

い

象し
ょ
うに
、
意い

識し
き

調ち
ょ
う

査さ

を
実じ

っ

施し

し
て
い
る
。
同ど

う

法ほ
う

人じ
ん

に
よ
れ
ば
、
世せ

界か
い

規き

模ぼ

で
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
関か

ん

す
る
意い

識し
き

調ち
ょ
う

査さ

が
行お

こ
な

わ
れ
る
の
は
初は

じ

め
て
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

を
「
移い

住
じ
ゅ
う

し
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
子し

孫そ
ん

」
と
定て

い

義ぎ

し
、
国こ

く

策さ
く

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
子し

弟て
い

の
み
な
ら
ず
、
海か

い

外が
い

赴ふ

任に
ん

や
国こ

く

際さ
い

結け
っ

婚こ
ん

に
よ
り
移い

住
じ
ゅ
う

し
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
子し

孫そ
ん

も
対た

い

象
し
ょ
う

と
す
る
。
世せ

界か
い

１
１
カ
所じ

ょ

で

　

石い
し

川か
わ

県け
ん

金か
な

沢ざ
わ

市し

で
３
５
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うの
歴れ

き

史し

と
伝で

ん

統と
う

を
持も

つ
「
大お

お

樋ひ

焼や

き
」。
２
０
１
６
年ね

ん

に
そ
の
十

じ
ゅ
う

一い
ち

代だ
い

目め

を
襲

し
ゅ
う

名め
い

し

た
大お

お

樋ひ

長ち
ょ
う

左ざ

衛え

門も
ん

氏し

が
、
２
４
日か

か
ら
２
８
日に

ち

ま
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
滞た

い

在ざ
い

し
た
。
大お

お

樋ひ

氏し

は
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

外が
い

務む

省し
ょ
うの
要よ

う

請せ
い

を
受う

け
、
１
９
日に

ち

か
ら
２
３
日に

ち

ま
で
米べ

い

国こ
く

に
滞た

い

在ざ
い

後ご

に
来ら

い

伯は
く

。
２
７
日に

ち

に
は
聖せ

い

市し

の
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
（
Ｊ
Ｈ
）
で
講こ

う

演え
ん

し
、

約や
く

７
０
人に

ん

の
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

を
感か

ん

動ど
う

さ
せ
た
。
ま
た
、
２
４
日か

か
ら
２
７
日に

ち

ま
で
同ど

う

館か
ん

で
行お

こ
なわ
れ
た
企き

画か
く

展て
ん

示じ

会か
い

に
は
３
点て

ん

の

作さ
く

品ひ
ん

が
置お

か
れ
、
４
日か

間か
ん

で
１
万ま

ん

２
４
３
０
人に

ん

が
来ら

い

場じ
ょ
うし
た
。

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実じ

っ

施し

す
る
ほ
か
、
今こ

ん

月げ
つ

２
８
日に

ち

ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー

ト
を
日に

ち

英え
い

西せ
い

ポ
４
カ
国こ

く

語ご

で

受う
け

付つ

け
て
い
る
（h

ttp
s://

jp
.su

rvey
m

o
n

k
ey.

co
m

/r/T
N

FN
ik

k
ei -

Su
rvey

JP

）。
昨さ

く

年ね
ん

に
人じ

ん

文も
ん

研け
ん

が
公こ

う

表ひ
ょ
うし
た
全ぜ

ん

伯は
く

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
実じ

っ

態た
い

調ち
ょ
う

査さ

に
拠よ

れ
ば
、

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
血ち

に
誇ほ

こ

り
を
感か

ん

じ
る
か
？
」
と
の
問と

い
に
三さ

ん

、

四よ
ん

世せ
い

で
も
９
８
％
に
な
っ
た

と
い
う
。
今こ

ん

調ち
ょ
う

査さ

で
国く

に

ご
と

　

大お
お

樋ひ

氏し

が
到と

う

着ち
ゃ
くし
た
２
４

日か

の
昼ひ

る

、
聖せ

い

州し
ゅ
うカ
ン
ピ
ー
ナ

ス
市し

の
東と

う

山ざ
ん

農の
う

場じ
ょ
うで
約や

く

３
０

人に
ん

の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
うら
に
よ

る
歓か

ん

迎げ
い

会か
い

を
催も

よ
お
さ
れ
た
。
夜よ

る

に
は
石い

し

川か
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
歓か

ん

迎げ
い

会か
い

も
行お

こ
な
わ
れ
、
県け

ん

知ち

事じ

か
ら
預あ

ず

か
っ
て
来き

た
新し

ん

書し
ょ

７
０
冊さ

つ

が

大お
お

樋ひ

氏し

か
ら
手て

渡わ
た

さ
れ
た
。

　

２
５
、２
６
日に

ち

に
は
ア
ト

リ
エ
本ほ

ん

間ま

で
３
０
人に

ん

の
生せ

い

徒と

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行お

こ
な
い
、

２
７
日に

ち

に
Ｊ
Ｈ
で
講こ

う

演え
ん

し
た
。

開か
い

始し

３
０
分ふ

ん

前ま
え

に
は
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

整せ
い

理り

券け
ん

が
な
く
な
り
、
空く

う

席せ
き

待ま

ち
の
列れ

つ

が
で
き
た
。

　

講こ
う

演え
ん

で
は
「
宿や

ど

る
霊れ

い

性せ
い　

日に

本ほ
ん

の
茶さ

道ど
う

と
工こ

う

芸げ
い

」
を
テ

ー
マ
に
、
日に

本ほ
ん

の
美び

術じ
ゅ
つ

文ぶ
ん

化か

は
豊と

よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

の
時じ

代だ
い

に
変へ

ん

化か

し
た
と
言げ

ん

及き
ゅ
う。
そ
れ
ま
で
中

ち
ゅ
う

国ご
く

文ぶ
ん

化か

に
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
た
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

が
、
独ど

く

自じ

の
文ぶ

ん

化か

を

作つ
く
っ
た
と
論ろ

ん

じ
た
。

　

そ
の
際さ

い

に
生う

ま
れ
た
の
が

「
樂ら

く

焼や
き

」
で
、
轆ろ

く

轤ろ

を
使つ

か

わ

ず
手て

び
ね
り
で
成せ

い

形け
い

し
、
削け

ず

っ
て
形か

た
ち
を
整と

と
の

え
、
釜か

ま

の
中な

か

で

冷さ

め
る
の
を
待ま

た
ず
に
高こ

う

温お
ん

の
状

じ
ょ
う

態た
い

で
出だ

し
急

き
ゅ
う

冷れ
い

す
る
。

「
大お

お

樋ひ

焼や
き

」
は
、
こ
の
手し

ゅ

法ほ
う

を
得え

て
金か

な

沢ざ
わ

市し

で
誕た

ん

生じ
ょ
うし
た
。

「
３
５
０
年ね

ん

の
中な

か

で
、
時じ

代だ
い

ご
と
に
進し

ん

化か

し
て
い
く
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

術じ
ゅ
つだ
が
、
そ
の
中な

か

で
変か

わ

ら
な
い
手し

ゅ

法ほ
う

や
精せ

い

神し
ん

が
あ
り
、

僕ぼ
く

が
守ま

も

る
も
の
」
と
大お

お

樋ひ

氏し

は
熱あ

つ

く
語か

た
っ
た
。

　

講こ
う

演え
ん

会か
い

で
は
質し

つ

問も
ん

が
相あ

い

次つ

ぎ
、
予よ

定て
い

時じ

間か
ん

を
大お

お

幅は
ば

に
オ

ー
バ
ー
す
る
結け

っ

果か

と
な
っ
た
。

講こ
う

演え
ん

後ご

に
参さ

ん

加か

者し
ゃ

ら
は
大お

お

樋ひ

氏し

と
写し

ゃ

真し
ん

を
撮と

り
、
中な

か

に
は

　

聖せ
い

州し
ゅ
うス
ザ
ノ
市し

が
「
ダ
リ

ア
の
町ま

ち

」
と
呼よ

ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

傘さ
ん

下か

の
イ

ペ
ラ
ン
ジ
ア
ホ
ー
ム
（
三み

島し
ま

勝か
つ

彦ひ
こ

施し

設せ
つ

長ち
ょ
う）
が
主し

ゅ

催さ
い

す
る

「
ダ
リ
ア
祭ま

つ

り
」
の
お
か
げ
。

８
５
種し

ゅ

類る
い

、
３
８
０
０
株か

ぶ

も

の
ダ
リ
ア
が
一い

ち

度ど

に
見み

ら
れ

る
場ば

所し
ょ

は
、
南な

ん

米べ
い

で
は
こ
こ

だ
け
だ
か
ら
だ
。

　

市し

を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
こ
の
「
ダ

リ
ア
祭ま

つ

り
」
も
今こ

ん

回か
い

第だ
い

２
５

回か
い

を
迎む

か

え
、
こ
の
３
月が

つ

３

日か

、
１
０
日か

の
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
午ご

後ご

４
時じ

ま
で
同ど

う

ホ
ー

ム
（Estrada do Tan

i, 
751, V

ila Ipelandia

）

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
う、

駐ち
ゅ
う

車し
ゃ

場じ
ょ
う

代だ
い

は
無む

料り
ょ
う。

　

今こ

年と
し

は
祭ま

つ

り
が
２
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
ス
ザ
ノ
市し

が
７
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
援え

ん

協き
ょ
うが
６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
三み

つ
の
節ふ

し

目め

の
年と

し

。
３
日か

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

半は
ん

か
ら
は
、
２
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
イ
ベ
ン
ト
会か

い

「
今

き
ょ
う

日
の
お
話は

な
し、
本ほ

ん

当と
う

に
良よ

か
っ
た
！
」
と
感か

ん

激げ
き

し
て
抱だ

き

つ
く
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

も
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参さ

ん

加か

し
た
あ

る
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
女じ

ょ

性せ
い

は
講こ

う

演え
ん

後ご

、

場じ
ょ
うス
テ
ー
ジ
で
行お

こ
な

う
。

　

過か

去こ

最さ
い

高こ
う

の
株か

ぶ

数す
う

の
ダ
リ

ア
が
満ま

ん

開か
い

に
な
る
よ
う
に
、

前ぜ
ん

回か
い

に
続つ

づ

き
、
先せ

ん

月げ
つ

２
２
日に

ち

に
山や

ま

形が
た

県け
ん

川か
わ

西に
し

町ち
ょ
うか
ら
ダ
リ

ア
栽さ

い

培ば
い

専せ
ん

門も
ん

家か

の
五い

が
ら
し
十
嵐
正ま

さ

孝た
か

さ
ん
が
来ら

い

伯は
く

し
、
技ぎ

術じ
ゅ
つ

指し

導ど
う

に
当あ

た
っ
て
い
る
。

　

五い
が
ら
し
十
嵐
さ
ん
は
「
去き

ょ

年ね
ん

は

大お
お

き
い
ダ
リ
ア
が
２
８
セ
ン

チ
だ
っ
た
。
今こ

年と
し

は
も
っ
と

大お
お

き
い
ダ
リ
ア
を
咲さ

か
せ
た

い
」
と
意い

気き

込ご

む
。

新
しん

年
ねん

を祝
しゅく

して乾
かん

杯
ぱい

する出
しゅっ

席
せき

者
しゃ

ら（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

　

リ
ベ
イ
ラ
河が

わ

沿え
ん

岸が
ん

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
Ｆ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ

Ｒ
、
山や

ま

村む
ら

敏と
し

明あ
き

会か
い

長ち
ょ
う）
の
総そ

う

会か
い

と
新し

ん

年ね
ん

会か
い

が
２
７
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
、
セ
ッ
テ
・
バ
ー

ラ
ス
文ぶ

ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
各か

く

地ち

か
ら
約や

く

４
１
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
た
。
セ
ッ
テ
・
バ
ー

ラ
ス
市し

長ち
ょ
うや
同ど

う

市し

議ぎ

会か
い

議ぎ

長
ち
ょ
う

も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

総そ
う

会か
い

は
、
山や

ま

村む
ら

会か
い

長ち
ょ
うの
新し

ん

年ね
ん

の
あ
い
さ
つ
と
各か

く

文ぶ
ん

協き
ょ
うへ
の

感か
ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

か
ら
始は

じ

ま
り
、

１
９
年ね

ん

度ど

の
事じ

業ぎ
ょ
う・
会か

い

計け
い

予よ

定て
い

が
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
、
議ぎ

事じ

録ろ
く

の

内な
い

容よ
う

が
問も

ん

題だ
い

な
く
承

し
ょ
う

認に
ん

さ
れ

た
。
そ
の
後ご

、
レ
ジ
ス
ト
ロ

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

の
川か

わ

尻じ
り

誠ま
こ
とイ

リ
ネ
ウ
会か

い

長ち
ょ
う
と
レ
ジ
ス
ト
ロ

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

の
移い

転て
ん

・

新し
ん

設せ
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責せ

き

任に
ん

者し
ゃ

の

佐さ

さ々

木き

悟さ
と
るさ
ん
に
よ
り
、
同ど

う

館か
ん

建け
ん

設せ
つ

工こ
う

事じ

が
差さ

し
止ど

め
と

な
っ
て
い
る
件け

ん

に
関か

ん

す
る
説せ

つ

明め
い

が
あ
り
、
各か

く

文ぶ
ん

協き
ょ
う
が
政せ

い

府ふ

へ

の
嘆た

ん

願が
ん

書し
ょ

に
署し

ょ

名め
い

を
行

お
こ
な

っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
上あ

が

利り

エ
ジ
ガ
ー
ル
会か

い

長ち
ょ
う）
は

「
２
月が

つ

度ど

青あ
お

葉ば

祭ま
つ

り
」（
青あ

お

葉ば

健け
ん

康こ
う

生せ
い

活か
つ

協き
ょ
う

会か
い

）
を
２
、

１
６
日に

ち

の
午ご

前ぜ
ん

７
時じ

か
ら
同ど

う

館か
ん

（R
u

a F
ag

u
n

d
es, 

1
5

2

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

農の
う

業ぎ
ょ
う

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

の
農の

う

産さ
ん

加か

工こ
う

食し
ょ
く

品ひ
ん

、
各か

く

種し
ゅ

バ

ザ
ー
の
ほ
か
、
イ
ビ
ウ
ー
ナ
、

カ
ッ
ポ
ン
・
ボ
ニ
ー
ト
市し

な

ど
の
有ゆ

う

機き

野や

菜さ
い

や
薬や

く

草そ
う

の
ナ

メ
カ
タ
、
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

産さ
ん

の
り
等な

ど

も
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

昼
ち
ゅ
う

食し
ょ
く

時じ

に
は
３
階か

い

の
テ
ラ

ス
で
、
て
ん
ぷ
ら
う
ど
ん
、

ハ
ラ
コ
飯め

し

、
や
き
そ
ば
、
ペ

ス
カ
ー
ダ
定て

い

食し
ょ
く、
秋さ

刀ん

魚ま

定て
い

食し
ょ
く、
牛ぎ

ゅ
う

タ
ン
定て

い

食し
ょ
くな
ど
が
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
同ど

う

会か
い

（
１
１ 

・
３
２
０
９
・３
２
６
５
）
ま

で
。

に
ど
の
よ
う
な
違ち

が

い
が
あ
る

の
か
、
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
結け

っ

果か

が
得え

ら
れ
る
か
も
？

　
　
　
　
　

◎

　

ぶ
ら
じ
る
川せ

ん

柳り
ゅ
う

社し
ゃ

（
主し

ゅ

幹か
ん

＝
青あ

お

井い

万ま
ん

賀が

）
が
柳

や
な
ぎ

誌し

『
ぶ

ら
じ
る
川せ

ん

柳り
ゅ
う』
２
２
０
号ご

う

を

２
月が

つ

に
発は

っ

行こ
う

し
た
。《
出で

会あ

う

こ
と
も
う
な
い
亥い

年ど
し

す
こ
や

か
に
》（
柿か

き

嶋し
ま

さ
だ
子こ

）。
い

や
い
や
、
も
う
一ひ

と

回ま
わ

り
い
け
る

か
も
。《
亥
（
い
の
し
し
）
に

新し
ん

風ぷ
う

運は
こ

べ
と
民た

み

願ね
が

う
》（
那な

須す

ア
リ
セ
）
を
読よ

み
、誰だ

れ

が
「
亥
」

か
と
思お

も

っ
て
い
た
ら
、
次つ

ぎ

の

句く

が
《
新し

ん

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

向む
か

い
風か

ぜ

さ

ぞ
強き

つ

か
ろ
う
》
と
あ
り
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏し

の
こ
と
と
分わ

か
っ

た
。
た
し
か
に
猪ち

ょ

突と
つ

猛も
う

進し
ん

タ

イ
プ
の
よ
う
だ
が
、「
老ろ

う

練れ
ん

な

猪い
の
し
し」
で
あ
っ
て
欲ほ

し
い
と
こ

ろ
。《
元げ

ん

気き

だ
し
呆ぼ

け
て
は
な

ら
ぬ
と
逝ゆ

く
日ひ

ま
で
》（
富と

み

松ま
つ

貴き

恵え

子こ

）
に
は
ま
っ
た
く
同ど

う

感か
ん

。《
が
む
し
ゃ
ら
に
駆か

け
て

ピ
ン
コ
ロ
そ
れ
も
良よ

し
》（
今い

ま

立た
ち

帰か
え
る

）
に
も
、
ま
っ
た
く
そ

の
通と

お

り
。

感か
ん

激げ
き

、
抱だ

き
つ
く
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

も

第だ
い

１
１
代だ

い

目め

、
350
年ね

ん

の
伝で

ん

統と
う

　

同ど
う

祭ま
つ

り
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

の
藤ふ

じ

村む
ら

隆り
ゅ
う

次じ

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う

に
よ

れ
ば
、
昨さ

く

年ね
ん

８
千せ

ん

人に
ん

来ら
い

場
じ
ょ
う

し
た
こ
と
を
受う

け
、
今こ

年と
し

は

駐ち
ゅ
う

車し
ゃ

場じ
ょ
うを
拡か

く

大だ
い

さ
せ
、
追つ

い

加か

で
２
５
０
台だ

い

駐ち
ゅ
う

車し
ゃ

で
き
る
よ

う
に
工こ

う

事じ

中ち
ゅ
うだ
と
い
う
。
ス

ザ
ノ
市し

役や
く

所し
ょ

に
よ
る
路ろ

上
じ
ょ
う

整せ
い

備び

も
行お

こ
な

わ
れ
て
い
る
他ほ

か

、

１
０
０
人に

ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
会か

い

場じ
ょ
う

設せ
つ

営え
い

、
当と

う

日じ
つ

の
運う

ん

営え
い

に
取と

り
組く

む
。

　

会か
い

場じ
ょ
う

で
は
ニ
シ
ン
定て

い

食し
ょ
く、

セ
ッ
テ
・
バ
ー
ラ
ス
で
新し

ん

年ね
ん

会か
い

も

リ
ベ
イ
ラ
河が

わ

連れ
ん

合ご
う

会か
い

が
総そ

う

会か
い

石い
し

川か
わ

理り

事じ

長ち
ょ
う「

正た
だ

し
い
方ほ

う

向こ
う

に
」

Ｓ
Ｃ
病び

ょ
う

院い
ん

、
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ⅱ
に
認に

ん

定て
い

う
ど
ん
、
や
き
そ
ば
、
お
好こ

の

み
焼や

き
、
天て

ん

ぷ
ら
、
や
き
と

り
、
ギ
ョ
ー
ザ
な
ど
が
販は

ん

売ば
い

さ
れ
る
。
中な

か

瀬ぜ

リ
カ
ル
ド
さ

ん
と
平ひ

ら

田た

ジ
ョ
ー
さ
ん
に
よ

る
歌う

た

の
披ひ

露ろ
う

や
、
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

、
日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

、
太た

い

鼓こ

な
ど

の
シ
ョ
ー
も
行お

こ
な

わ
れ
る
。

　

な
お
、
聖せ

い

市し

か
ら
イ
ペ
ラ

ン
ジ
ア
ホ
ー
ム
ま
で
は
、
両

り
ょ
う

日じ
つ

と
も
援え

ん

協き
ょ
う

前ま
え

か
ら
送そ

う

迎げ
い

バ

ス
が
６
台だ

い

手て

配は
い

さ
れ
る
。
午ご

　

サ
ン
タ
ク
ル
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
理り

事じ

長ち
ょ
う）
は
、
先せ

ん

月げ
つ

、
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

の
医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

を
評

ひ
ょ
う

価か

す
る
非ひ

営え
い

利り

団だ
ん

体た
い

Ｏ
Ｎ
Ａ
（O

R
G

A
-

N
IZ

A
C

A
O

 N
A

C
IO

-

N
A

L D
E A

C
R

ED
ITA

-
C

A
O

）
よ
り
「
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ⅱ
プ

レ
ー
ノ
」
に
認に

ん

定て
い

さ
れ
た
。

有ゆ
う

効こ
う

期き

間か
ん

は
２
年ね

ん

間か
ん

。

　

同ど
う

協き
ょ
う

会か
い

の
評

ひ
ょ
う

価か

方ほ
う

法ほ
う

は
国こ

く

際さ
い

医い

療り
ょ
うの
質し

つ

学が
っ

会か
い

に
則

の
っ
と

っ
た

も
の
で
、「
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ⅱ
プ
レ

ー
ノ
」
は
３
段だ

ん

階か
い

評ひ
ょ
う

価か

の
う

ち
２
番ば

ん

目め

。
組そ

織し
き

及お
よ

び
援え

ん

助じ
ょ

の
観か

ん

点て
ん

を
含ふ

く

む
、
あ
ら
ゆ
る

活か
つ

動ど
う

に
お
け
る
患か

ん

者じ
ゃ

の
安あ

ん

全ぜ
ん

基き

準じ
ゅ
ん

を
満み

た
す
と
と
も
に
、

流り
ゅ
う

動ど
う

的て
き

プ
ロ
セ
ス
及お

よ

び
活か

つ

動ど
う

に
関か

ん

す
る
完か

ん

全ぜ
ん

な
意い

思し

疎そ

通つ
う

に
よ
っ
て
統と

う

合ご
う

管か
ん

理り

を
行お

こ
な

う

機き

関か
ん

と
し
て
認に

ん

定て
い

さ
れ
た
も

大
おお

樋
ひ

氏
し

、陶
とう

芸
げい

の真
しん

髄
ずい

語
かた

るＪＨ

（７） ２０１９年第５１７３号 	 ２月	 ２日	（土曜日）

過か

去こ

最さ
い

高こ
う

の
３
８
０
０
株か

ぶ

が
満ま

ん

開か
い

ダ
リ
ア
祭ま

つ

り
が
３
月が

つ

３
日か

スザノ

講
こう

演
えん

会
かい

の様
よう

子
す

昨
さく

年
ねん

祭
まつ

りのために育
そだ

てたダリア（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

２
月が

つ

青あ
お

葉ば

祭ま
つ

り

は
２
、１
６
日に

ち

秋さ

刀ん

魚ま

、
牛ぎ
ゅ
うタ
ン
定て
い
食し
ょ
くも
！

「
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

は
奥お

く

深ぶ
か

い
。
先せ

ん

生せ
い

の
話は

な
し
は
本ほ

ん

当と
う

に
素す

晴ば

ら
し

か
っ
た
」
と
心こ

こ
ろ
を
打う

た
れ
た

様よ
う

子す

だ
っ
た
。

　

２
８
日に

ち

に
は
、
こ
ど
も
の

り
、
正せ

い

座ざ

を
す
る
。
茶ち

ゃ

室し
つ

は

日に
ち

常じ
ょ
うと
あ
の
世よ

の
間あ

い
だ
に
あ
る

空く
う

間か
ん

と
位い

置ち

づ
け
ら
れ
、
客

き
ゃ
く

人じ
ん

は
祈い

の

る
よ
う
な
気き

持も

ち
で

中な
か

に
入は

い
っ
た
。
こ
の
茶ち

ゃ

会か
い

や
空く

う

間か
ん

の
捉と

ら

え
方か

た

に
「
霊れ

い

性せ
い

」
を

感か
ん

じ
て
い
る
と
言い

う
。
こ
の
奥お

く

深ぶ
か

さ
が
、
ど
こ
ま
で
ブ
ラ
ジ

ル
に
伝つ

た

わ
る
の
か
。
今こ

ん

回か
い

２

回か
い

目め

の
来ら

い

伯は
く

だ
が
、
何な

ん

度ど

で

も
訪お

と
ず
れ
て
説せ

つ

明め
い

し
て
ほ
し
い

も
の
。

　
　
　
　
　

◎

　

公こ
う

益え
き

社し
ゃ

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

「
日に

本ほ
ん

そ
の
、
文ぶ

ん

協き
ょ
う、
イ
ビ
ラ
プ
エ

ラ
公こ

う

園え
ん

の
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

碑ひ

と
日に

本ほ
ん

館か
ん

を
訪お

と
ず
れ
、
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

と
日に

本ほ
ん

館か
ん

に
茶ち

ゃ

碗わ
ん

を
寄き

贈ぞ
う

し
た
。

の
だ
。

　

石い
し

川か
わ

理り

事じ

長ち
ょ
うは
「
我わ

れ

々わ
れ

は

患か
ん

者じ
ゃ

一ひ
と

人り

一ひ
と

人り

に
対た

い

し
、
必ひ

つ

要よ
う

な
医い

療り
ょ
う

支し

援え
ん

を
高た

か

い
レ

ベ
ル
で
施ほ

ど
こ

す
こ
と
に
注

ち
ゅ
う

力
り
ょ
く

し
て
き
た
。
こ
の
認に

ん

定て
い

が
示し

め

す
の
は
、
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

者し
ゃ

や
医い

療り
ょ
うス

タ
ッ
フ
の
献け

ん

身し
ん

と
決け

っ

心し
ん

に
信し

ん

頼ら
い

し
、
我わ

れ

々わ
れ

が
正た

だ

し
い
方ほ

う

向こ
う

に
進す

す

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

だ
」
と
話は

な

し
た
。

　

総そ
う

会か
い

後ご

は
新し

ん

年ね
ん

会か
い

が
始は

じ

ま

り
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

ら
は
セ
ッ
テ
・

バ
ー
ラ
ス
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

お
手て

製せ
い

の

料り
ょ
う

理り

に
舌し

た

鼓つ
づ
みを
打う

っ
た
。
ま

た
、
会か

い

計け
い

理り

事じ

の
運う

ん

天て
ん

エ
リ

ザ
さ
ん
が
寄き

付ふ

し
た
寿す

司し

も

堪た
ん

能の
う

し
た
。（
遠え

ん

藤ど
う

寅と
ら

重じ
ゅ
う

さ

ん
通つ

う

信し
ん

）

な
お
、
４
月が

つ

末ま
つ

～
５
月が

つ

に
大お

お

樋ひ

茶ち
ゃ

碗わ
ん

は
新し

ん

装そ
う

オ
ー
プ
ン
予よ

定て
い

の
史し

料り
ょ
う

館か
ん

７
階か

い

で
展て

ん

示じ

さ

れ
る
予よ

定て
い

。

　

大お
お

樋ひ

長ち
ょ
う

左さ

衛え

門も
ん

氏し

は
、

豊と
よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

の
時じ

代だ
い

に
誕た

ん

生じ
ょ
うし

た
茶さ

道ど
う

と
工こ

う

芸げ
い

は
、「
目め

に
実じ

っ

体た
い

を
持も

た
な
い
霊れ

い

性せ
い

を
踏ふ

ま

え
た
文ぶ

ん

化か

で
あ
る
」
と
話は

な

す
。

そ
の
例れ

い

が
、
千

せ
ん
の

利り

休き
ゅ
うが
作つ

く

っ

た
茶ち

ゃ

室し
つ

、
床と

こ

の
間ま

だ
。
床と

こ

の

間ま

に
入は

い

る
時と

き

に
は
、
身み

分ぶ
ん

に

関か
ん

係け
い

な
く
皆み

な

が
手て

と
口く

ち

を
水み

ず

で
清き

よ

め
、
片か

た

引ひ
き

戸ど

の
小ち

い

さ
な

躙に
じ
り

口ぐ
ち

か
ら
頭あ

た
ま

を
下さ

げ
て
入は

い

来ら
い

社し
ゃ

し
た
一い

っ

行こ
う

前ぜ
ん

７
時じ

半は
ん

、
ま
た
は
８
時じ

に

援え
ん

協き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

前ま
え

（R
u

a Fa-
gu

ndes, 121, Liber-
dade

）
発は

つ

、午ご

後ご

３
時じ

に
会か

い

場じ
ょ
う

発は
つ

。
往お

う

復ふ
く

３
０
レ
。
予よ

約や
く

は
援え

ん

協き
ょ
う

福ふ
く

祉し

部ぶ

（
１
１
・
３ 

２
７
４
・
６
５
１
８
、
又ま

た

は

１
１
・
３
２
７
４
・
６
５
１ 

９
）
ま
で
。
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ANO XXII  –  Nº 5173 SÃO PAULO, SÁBADO, 2 DE FEVEREIRO DE 2019 R$ 4,00
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